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授業指導と授業評価に関する教授学的研究（I）
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　　　　　　　　　1M［asatosh1YAMAsHITA

Die　d－id．aktische　Forschung　von　Unterrichtsf廿hrung　und

　　　　　　　　　Unterrichtsbewertung

一、授業不成皿の現状と課題（I）

　今日，授業がまた成立しなくなった，依然より一層ひ

どくなってきた，という声をよく耳にする。時々参観す

る授業においてそのことを実感することが，しばしばで

ある。たとえば，ベテラン教師の授業でも，子どもが教

師の説明をほとんど聞いていない，それどころか，隣の

子どもと私語を交している。その教師が注意しても，一

瞬，静かになるだけで，またすぐ元の状態に還ってしま

い，一時問中，ざわざわしているのである。

　以前であれば，こうした状況に対しては，教師が，し

かる，おこる，なぐるというような行為でもって子ども

たちの行為を制止，制圧していたのが普通であった。し

かし，今や，それもできないだけでなく，やっても少し

も利き目がないという。むしろ，そうしたことをやれば

やるほど，子ども（や親）から反感，反発，拒否を受け

るだけだという。

　このことは，授業指導に内在しているはずのそれに固

有な論理に支えられることなく，一方的に発動されてき

た行為，行動の歴史的運命を物語っていると同時に，そ

れとは異る，いやそれを拒否する授業指導に本来的な論

理に基づいた指導のあり方こそが求められているという

ことであろう。

　この約二十年問に渡って授業の探究と創造，授業研

究，授業指導にかかわってきた者にとって，上言己のよう

な事態は，放置できるものではない。この現在の時点

で，授業の再生，成立，発展の展望を現実に拓く指導の

あり方が究明されねばならないと考えるのである。

　ではなぜ，こうした事態が発生してきたのだろうか。

　1970年代の始め頃は，「過密ダイヤ」の教科内容で一

杯の教科書を，「新幹線」のようなスピードの授業で処

理したことから，それに対して様々な問題が指摘され
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た。その時点で問題にしたのは，後で詳しく述べるよう

に，子どもたちが内容を「理解」しようとしまいと，授

業についてこようとこまいと，子ども切捨ての「見切り

発車」「大都市停車」の授業が横行し，その結果，一方

で，教えるということが，教科書内容の一方的な注入，

伝達という行為と化し，他方で，学習することが，それ

らの受容，暗記という行為に歪められたことであった。

　それ以来，こうした授業風景は一般化し日常化し，今

日の授業「解体」，授業の塾依存あるいは塾による授業

の「肩代り」，授業の民営化，分割化と言えるぐらいに，

事態は進展していると言ってよいのではないか。

　とは言っても，70年代始め当時の授業を観察，分析し

ていた膨点では，そうした中にあっても子どもたちは，

授業に出席し，教師の説明を「聞く」，学習対象を「見

る」，本を「読む」，板書された事項を「書く」，発問の

要求内容について「考える」，1’その結果を「話す」などと

いったように，十分でなくとも，授業に参加していた。

その意味で，当時の授業は「成立」していたといえる。

授業は現在のようにざわついているのではなく，むしろ

「静かに」行なわれていた。

　しかし，この一見「成立」していたように思われる授

業の内部に，今日の授業の不成立を孕む大きな問題が潜

んでいたのではないか。そこに問題とすべきいくつかの

点が存在していたことが忘れられてはならないだろう。

それは，一つには，教師による知識の注入，伝達の強制

下で，教科書の内容をできるだけ量的に多く受容，暗記

することが，学習目的とされ，その量の集積がr学カ」

と見なされたことである。

　二つには，子どもがどれぐらい知識を暗記している

か，もっているかの点検，評価が，「テストあって教育

なし」「評価あって指導なし」と言われるような状況の下

で盛んに行なわれ，子どもを他者との問でのr学力」競

争に組入れ，それによって彼らを「できる」子，「でき
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ない」子に区分していったことである。

　第三には，教師の「教える」という行為が，指導とい

うより命令に近い形をとって行なわれたこと，たとえ

ば，（a＋b）2が，なぜa2＋2ab＋b2になるのか，につい

ての十分な説明と子どもの納得を省略排除して，有無を

言わせず，結果（正答部分）だけの暗記を指示，命令す

るようなことが，全ゆる教科，教材でも日常化したこと

である。

　第四には，こうした中で，子どもが自らの個有なわか

る過程と，それを要求する主体的権利を奪われ，学習

が，真理，真実の認識過程としてではなく，伝達（命

令）される「正答」や「正解」の受容，定着過程として

位置づけられたことである。

　第五には，授業において子どもたちが，教材や問題に

対して様々な見解を出し合い，それらをめぐって互いに

互いを媒介，承認，否定，補強し合いながら，より納得

のできる高次の認識を獲得していく過程，つまり集団思

考の過程として授業を組織していくことが，少しも意図

されなかったことである。

　第六には，当然発生する教材に対する子ども間の認識

上のあるいは理解度の分裂や差異が，無視，捨象され，

その結果，劣児や理解の遅い子どもの，優児や理解の早

い子どもへの同調と屈服が，無意識のうちに行なわれ，

「弱い」子どもや「遅れている」子どもは，「いじめ」と

共に，辱しめられ，彼らの授業への積極的な関与の場と

機会が，二重に奪われたことである。

　最後に，授業には，教師と子どもの関係，子ども相互

の関係という二つの人間関係が存在している。この知識

の注入，伝達とその受容，暗記の授業は，子どもから教

師へのかかわりと子ども相互間のかかわりを拒否し，も

っぱら子ども全員を一斉に教師に従属させることによっ

て始めて成立するものである。そうだとすると，この授

業は，教科書内容の注入，伝達によって子どもにその暗

記，受容を強制する働きをしていたばかりでなく，子ど

も相互の関係を禁止し，子どもの教師への全人格的服従

を強化，発展させていたことが，問題点として指摘でき

た。

　こうした問揮を内部にかかえ込みながら行なわれてい

た授業は，やがて授業における子どもの無言，無反応，

かん黙という行為による教師の無視，授業への反発，拒

否と，出合うことになった。少しも教師と対面せず，教

材と向い合わず，問題に取組まず，といった無言や無行

為による子どもの抵抗は，70年代の後半から顕著になっ

てきた。

　その頃から，子どもが自分の説明を聞いてくれない，

発問に応答してくれない，つまり出席，着席していて

も，授業に参加してこないことの実態を，よく耳にする

ようになった。そのような傾向が，転化して中学校を中

心に起った校内暴力の一因ともなるにつれ，授業は，

「荒れる」ようになり，授業中の「静けさ」は一変して

しまった。

　しかし，「授業中は静かにするもの」式の授業観は，

形式的には，子どもの暴力的反発によって機械的に否定

されてしまったが，本質的には何らの変更も受けなかっ

たのである。元来，授業や学習を活性化すれば，授業は

騒しくなるはずである。それが単なる何の制約も受けな

い喧騒であるのか，それとも教材の論理や教材の真理，

真実を発見する，教材や説明のわからなさや疑問をつぷ

やく，それを隣人に話す，あるいは首をかしげる，とい

った本来的な学習行為に伴う騒しさであるのかどうかを

区別することが重要なはずである。それを後者までも否

定して，子どもに静けさを強制・指示・命令していたと

ころに大きな問題があったのである。

二、授業不成立の現状と課題（皿）

　授業で子どもを静かにさせ，それでもって授業が成立

したと考えるのは，その教師が所有している授業観，指

導観，子ども観に根ざした不変のものである。したがっ

て，その授業のもっている問題の根は，歴吏的にも広く

かつ深いものであって，すぐには壊れそうもないもので

ある。

　教師の説明の貫徹でもって授業成立の証しとする授業

観は，子どもの授業＝学習の規律にこそ最大の注意を払

うことになる。その学習規律も，教師の指示通りに動く

「客体」としての規律を身につけることに主眼を置くも

のである。教師の説明に対して，「わかりません」「もう

一度言って下さい」「もっとわかり易く言って下さい」と

いったような要求をする，自らの納得のために必要な主

張を行うことは，教師の説明をよく聞いていない，よく

勉強をしてこない証として，逆に注意や糾弾の的となる

のである。そうした中では，どんな子どもでも，「静か

に」，「文旬を言わずに」，「いかなる疑問も持たずに」聞

いている他はなくなるはずである。

　とは言っても，物事には必らず上限と下限という限界

があり，その限界を認識せずに「教え」ていたところ

に，授業を不成立に導く一つの原因があったと言える。

人間である子どもが，わからない内容をじっと聞いてい

なければならない，それに対してわからないとも言えな

い，言えば「おまえがよく聞いていないからだ」「よく
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勉強しないからだ」と言われる。この出口のない状態は，

限界に達していつかは破裂せざるを得ない。それとも

最初からそうした状態を望まず，限界のもう一つの現わ

れとして逃避する他はなかったのである。暴力的に対応

する子ども，暴力を拒否する子どもという子どもからの

対応の違いはあっても，こういう授業はいつもすでに大

きな矛盾をかかえていたのであった。それが，校内暴力

の嵐の中で一時後退していても，根本的な矛盾の発見と

それに対する克服がないかぎり，このあり方は，また，

いつの間にか，復活し，子どもを苦しめることになって

きたのである。

　教師の説明それ自体も，たとえば，わかり易さという

限界がある上に，さらにそれを聞く子どもの理解には，

もっと複雑な限界がある。それは子ども間で限界が異な

るということである。自分が所有している経験とすぐに

結びつけて理解できる子ども，その所有しているはずの

経験が発見できずに理解できない子ども，自分の中にそ

れと対応するような経験の存在すらわからずして，最初

から少しも理解できない子ども，という具合に，一つの

学級の子どもでも，大きな差異が存在するのである。

　授業において子どもに「静寂」を強制する授業は，そ

うした限界の分裂の存在を認識した上で，学級の平均的

な子どもである中問層の限界に合致させて「教える」。

このいわば常識的な分裂克服の方法や手だてしかもてな

い授業指導にあっては，最初から，子どもの限界とその

相互に異なる様々な限界の分裂の出現を，授業において

現われてはならない魔物として，いつも監視，禁止，排

除していたのである。

　むしろ監視，禁止，排除していた限界やその分裂の出

現こそ促すこと，観察すること，生かすこと，それに対

応することが，授業指導の核心となるはずである。しか

し，それを，こうした授業は，静かに聞くというような

学習規律の強制と，中問層に合わせた教授，たとえば説

明による子どもへの対応というカモフラージュによって

授業指導の本質をごまかすのである。ごまかし続ける限

りその矛盾は，いつでもどこでも生命をもって現われる

他はない。子どもが授業に参加しなかったり，拒否した

りしたのは，その一つの現われにすぎない。

　ごまかしの授業指導ではなくて，真に子どもの限界や

その分裂に対応しようとする授業においても，いわば

「良心的」な授業指導においても，この間，問題がなかっ

たわけではない。むしろ，こうした何とか子どもを学習

の主体としたり，全員参加の授業を目指したり，子ども

の実力の向上を計ろうとしている授業指導の効果が，よ

く見えないことにかこつけられて，先のような授業指導

を合理化するために利用，宣伝されてきた（どうこうし

ょうと，これが一番なんだ）経過がある。

　たしかに，授業成立に向けて努力している実践，現在

の授業の改善に取組んでいる実践においても，いくつか

のことが指摘できた。

　a．子どもがその時間に取組んで教材の本質を獲得で

きるような課題，学習課題が不明確なため，目的意識的

に学習していないこと。

　b．学習課題の下で子どもの思考を具体的に教材に向

けて切込ませるための発問が，あまり吟味されずに提出

され・子どもの考えも漠然とし牟ものになっているこ
と。

　C．子どもの刻々の学習を活性化，能動化する刺激で

ある評価が，あまりなされず，そのため子どもの学習

が，「自由分散的に」なって進んでいる。つまり学習の

させっばなしになっていること。

　d．学習の個別化と集団化が，それぞれにどのように

なされ，どのように統一されるべきなのかが，教材認識

を深める上で不明確であるばかりでなく，それらが分裂

しているか未結合な場合が多いこと。

　e．そのため，一人でわかることやできることと，み

んなでわかることやできることとの間の矛盾と統一が，

意図的に追求されず，子どもが教科内容に関してそれぞ

れの「わかり方」に分化し，それ以上の質的転換を行っ

ていないこと。

　f．一人ひとりの子どもを大切にすると言ながら，第

一次的認識といえる子どもの考え（主観的な）を単に認

め，受容するだけで，それをどう客観的にもそうだと言

えるような第二次認識へと発展，展開させたいため，本

質的な達成と満足をその子どもにひき起していないこ

と，したがって真に大切にはしていないこと。

　9・爆発（たとえば，一斉有言挙手や班での話し合

い）と静止（たとえば，個人作業や思考），発言と沈黙

という学習におけるリズムやその転換がうまくなされ

ず，子どもの表情や感情を背後に押しやったり，押し殺

しているような一面的な授業展開になっていることが多

いこと。

　h．子どもの学習主体形成度，子どもたちの集団の学

習集団としての自立度に見合った，授業への参加の仕方

の質的段階が不明確なため，力量に即しながらも次への

発展を見通した指導にならず，いつまでも同じ質の指導

に留まり，子どもや集団を固定化していることが多いこ

と。

　i．そのことから，よく発言もし学習に主体的に取組

むことができる子ども，あまり発言せず，教師の指示や
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援助を受けないと学習ができない子ども，指名や援助が

なければ，いつまでも黙ったままの子ども，というよう

に学習集団内部の分裂が固定化し，それを克服してどう

すれば子どもが全員参加できるのかの道が具体的に体係

的に明らかになっていないこと。

　以上のような点に留意して授業を創造，指導するなら

ば，それを前者のような授業指導に対置しても，後者の

明確な優位性を示すことができたと考えられる。

三、授業成立への取組みとその改善

　I，皿で指摘したような弱点を克服しながら，子ども

たちの授業への主体的な参加をいかにして達成するか，

いかにして子どもを学習の主体，主人公にしていくこと

ができるか，そのことを直接，研究，実践の対象とする

授業が行なわれるにつれ，その結果に基づいて，そのた

めの授業指導のあり方を一般化できるほどの具体的な手

だてが，次第に明らかになってきた。

　筆者も，その中にあって，これまで，何度か，その指

導のすじ道に近いものを明らかにしてきた。それは指導

の道すじであると同時に，参観する授業を評価する具体

的な手がかりを与えてくれるものにもなってきた。今

回，紙数の都合でその理論的枠組は明らかにできない

が，全体像を示した表を公表し，批判を受けたいと思

う。

　表Iの「学習集団づくり指導の構造表」の4枚は，筆

者の最初のもので，それまで現場で二段階で追求されて

いたものに四段階で対応したものである。その後，表皿

「学習主体と学習集団の自立へのすじ道」にあるように

前期を（一）と（二）に分けて一層詳細なものにした。その

後，表皿，「学習集団と学習主体の自立への道すじ」に

おいて，実際の授業指導にカ点を置いたものに変えた。

表IVは，表皿を一層精綴にしたものであり，表Vの一枚

は，Vの段階を後期に相応しく変えたものである。

　表VIは，従来のものに自己学習力や一人学習を加えた

授業指道の道すじを追求したものである。表V皿「授業指

導と自己学習力の発達の道すじ」は，これまでのものと

自己学習カの発達の形成を全面的に結びつけようとした

ものである。これらについては詳しく述べなければなら

ないことが多いのであるが，次回にゆずることにする。
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表I一（1）

学習集団づくり　指導の構造 表（I） 島根大学山下政俊
教師の指導と評価活動

班長（学習リーダー） 班での話し合い
（教師の願い・要求と説明・ 学習班の指導

発問・助言・指示と評価活動）
の指導

集団思考の指導
I授業びらきで教師の願いや要求を提出 ①生活班をそのまま ①生活班の班長をそ ①教師の指示を受けての班
する。 授業でも使う。 のまま学習班のリー 長司会による承認を行う。

〔要求I〕 ダーとして位置づ
ける。 〔班話し合いI〕

a全員参加ということで1日1回発表 ②教師の願いや要求
o　　o　　o　　○

する。 を，自分達の願い
b三悪を追求する。　　　　　　o　　●　　　　　　　　　　　　　　o　　●　　o や要求とし，その

②1日1回発言三悪追放質　　　　●　　■　　　　　　　　　　　　　■　　○　　●

問三っのせん　三っの下さい

C質問，三っのせん，三っの下さいを 実現に取りくむ。 ができるようにしていく。

要求する。

〔発言形式I〕 〔学習主体形成I〕
d発言者に身体を向ける。 〔班活動I〕

教 e当面の班長（学習リーダー）を確定

師
し，当面の仕事を教え，指示する。

に

よ

る 皿語る，説く，問う，指示を工夫すること。 〈三悪〉

子
〔指導言I〕

・はずかしい

ど
・向かい合い，対面すること。 ・わらわれる

も ・トーンや表情に留意すること。
相

・こわい
・選出された班長（学習リーダー）に

互 熱っぼく語り（訴え）かけること。

・要点に徹し，簡潔にすること。
〈三っのせん〉

の
・質問にはていねいに答えること。 ・わかりません

か

か
・聞こえません

皿＜確認と指示＞
わ 班でa，b，c，dの承認を受ける。

・見えません

り ＜三っの下さい＞
づ

く
IV＜点検・評価＞ ③a，b，c，dに ②班内で要求の先頭 ・もう一度言って下さい

り
a，b，c，d，eにかかわって， かかわって他の班 に立つ。

班や班長の動きに評価を入れる。 と競い合う
・もう少しわかりやす

〔班長の仕事I〕 く言って下さい

〔
I

〔評価言I〕 〔班競争I〕 ・指導言と評価言に ・なぜ，それをするの

〕 注目し，反応する。 か言って下さい

・注森垂久れそ舎走南に評価する。

【
基

。やる気とかかわりを引き出す方向で
礎
】 入れる。 ・a，b，c，d．の

先頭に立っ。

。班話し合いの司会
をする。

③班長会（学習リー

ダー会）をもって

点検・評価・指示
援助を行う。

〔自主管理I〕

・5分以内の指示援
助に留める。

◎参加・集中と子ども相互のかかわりの基礎づくり



6 授業指導と授業評価に関する教授学的研究（I）

表I一（2）

学習集団づくり指導の構造 表（皿） 島根大学　山　下　政　俊

指導と評価活動 学習班の指導
班長（学習リーダー） 班での話し合い
の指導

集団思考の指導
I教科の授業にふさわしい要求を提出する。 ①要求1Iを班活動と ①要求皿の実現の先 ①班で初歩的な話し合いが

〔要求■〕 して位置づける。 頭に立っ。 できるようにする。

a’教科，教材の特性に応じた基礎と
なる認識・表現の仕方を教え，そ
の能力を育てる。

〔班活動皿〕 〔班話し合い皿〕

b’指導言に対応した発言の仕方を教える。

〔発言形式1I〕

　　　　■　　●・三っのますを個人・班・全員に要

求する。 ＊その他に ②個人・班・全員で次が言
C’見る，聞く，話す，書くスタイル ・班会を行う。

教 を教える。

えるようにする。　　　　　　⑧　　o

師 d’学習ノートを導入し，指導する。

に ■その教科，教材で何をこそ教えるのか

｛（1）こう思います。（2）そう（則思い紺。（3）ちがいます。

よ を明らかにしておく。 ・できない，わからない。

る 〔教材解釈I〕 ②学習班がえをしば ②班長（学習リーダー）

しば行う。
〔学習主体形成■〕

子 皿教科内容に向けて学習を組織する。
がしぱしぱかわる。

ど 〔指導言皿〕
③教材解釈をめぐる初歩的

も
・やる気をもっ班

・三っのま手ができるほどに発問を
な集団思考を導入する。

長が出てくる。
相 限定する。

・三っのま音が活発になるように助
〔集団思考I〕

互

の 言を入れる。

か
・葭走きれ是対立・分化を組織し，

か
統一する。

わ
・班内での確認を指示する。

り
1V2っの評価を刻々に入れる。 ③発言回数をめぐっ ③仕事の確立をめざす。 ・できない，わからない

づ 〔評価言皿〕
て競い合う。 〔班長の仕事1I〕 を出す。

　　　　　　　　　　　　　■　　③。a，b，c，d　と三っのますにか
・三っのせん，下

く 〔班競争1皿〕 さい，ます。
・そうか…そうでない

り かわる各班の取りくみを注釈を入れ ・班内点検とストッ
（そうです）（ちがいま

て肯定的に評価する。 ・全員発言運動を プ発言。
す）かをはっきりさせ

〔
I

・発言・読み・書き・表現には教科内容に 起こす。 ・一斉挙手の組織。
る。

〕 向けて注釈を入れた肯定的評価をする。 ・発言を奪う。 ・三っのます，せん，下

【
出

V発問や指示をうけての発表や読みや書 ④有言の一斉挙手を ・班話し合いの司 さいをからめる。

発
】

きには注釈を入れて班指名する。 行う。 会と要求。 。発言者に身体を向け，

〔指名I〕
・授業進行や指導の 集中する。

スタイルに慣れる。

・必ずa，b，c，dを念頭におい ・班会を行う。 。うなづいたり，首をか

て指名する。 ④班長会（学習リー
しげたりしながら聞く。

　　　　　　　　　　　　o　　■　　o・挙手の数，手の挙げ方，ヤル気をよ

ダー会）をもっ。 ・みんなの方を向いて話
く見て行う。 〔自主管理1I〕 す。

・班員への指導（指

示や援助）を具体
・聞いていない班や班員

的に指導する。
を注意してから話ナ。

・簡潔にすます。

⑤班長（学習リーダー）

としての自覚を
もっ。

◎授業への参加・集中・認識・表現と子ども相互のかかわりの発展〔I〕
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表一（3）

学習集団づくり 指導の構造表（皿） 島根大学　山　下　政　俊

班長（学習リーダー） 班での話し合い
指導と評価活動 学習班の指導

の指導
集団思考の指導

I教科内容に即した討論とその能力を要 ①要求皿を班活動に ①要求皿に取り組む。 ①発展した班での話し合い
求する。 位置づける。 ができるようになる。

〔要求皿〕

a”一人ひとりの子どもが当該教材の 〔班話し合い皿〕

解釈ができる。 〔班活動皿〕

b”発展した発言の仕方を教える。 ・課題を確認・明確にし
〔発言形式皿〕 て，会員が意見を出す。

・肯定，否定発言の理由づけを言う。 ＊その他に ②やる気と教科的力
C”討論に参加する。 量のある子をリー

・話し合いをしぼりなが

・一人1日1回，班話し合いで意
・授業外で班学習

ダーに位置づける。
らまとめる。

教 見を言う。
を行う。

・発表者を決定する。

師 ・1日1回班の意見を全体に出し， ・班ノートをつく
る。

・発表の練習と援助者を

に 他班にからむ。 〔班長の仕事皿〕 決める。

よ
d”学習ノートに自分の考えを書く。 ・学習行事を他班

る
■学習集団の発展に即応できる豊かな（子 と共同でやる。

どもの顔が見える）教材解釈をする。
・班会も継続する。

・a1，a”に取り
子 〔教材解釈1I〕 組む。

ど ・子どもの解釈に即応できること。 ・班会で相互評価・
・班での話し合い ②発言形式I，1皿，皿が

も 皿教科内容に向かう学習集団と一層質的 相互援助（指導）
を活発にする。 できるようになる。

相
にきり結べる指導言を用意する。 する。

〔指導言皿〕 ・討論への参加を
互 ・本格的な発問を用意し，じっくり考 組織する。

〔学習主体形成皿〕

の えさせる。 ・班学習を組織す ・固有な解釈をもっこと
か ・個人思考（ノート）させ，班内で確認 る。 ができる。

か や相互援助をとおして全員発表させる。 ③班長会（学習リー

わ
・発言に助言（回調したり，抵抗した ダー会）をもっ。 〔子どもの教材

り
りつまづきやつぷやきをひろい，相

〔自主管理皿〕
解釈I〕

互をっなぐなど）を積極的に入れ，
と 解釈をひろげ，深める。 ・班会の経験を交

授 ・経験や解釈の相違や対立を明確にし， 流する。

業 それを班語し合いを媒介としながら ・最も遅れた班⑤ ③豊かな教材解釈をめぐる

づ
全体で討論させる。 班員への取り組 集団思考が可能となる。

く
・経験や解釈を転換・飛躍させる問い みを行う。

かけを行う。 ・学習行事に取り 〔集団思考1I〕

り ・納得させられる説明を用意する。 組む。

〔
皿

w発言のなかみを吟味し，注釈を加えた ④一部の指導言・評 。三っの発言形式に理由

〕
評価を入れる。 論言がリーダー自 づけが加わる。

〔評価言皿〕 身の言動に現われ
・肯定的なことばかりでなく，否定的 る。

。理由づけの発言に賛否
○
削 なことにも目をっけ，次の指示や要

や注釈を入れてからん

期
求を含める。

でいく。

】
・班内や班間をゆさぷる。 。必要な場合に班話し合

V挙手のなかみに注釈を入れて班指名する。 ②他班と討論回数を いを入れる。

〔指名皿〕 競い合う。 。班を代表するだけでな
・発言のなかみにかかわって班指名する。 く，個人的にもからん
・まだ云っていない人，ちがった内容 でいく。

をいう人のいる班に指名する。 〔班競争皿〕

・必要な場合は個人指名する。

・無言の一斉挙手にかえる。

・班の状況によっては指名をかえる。

◎　授業への参加・集中・認識・表現と子ども相互のかかわりの発展〔皿〕



8 授業指導と授業評価に関する教授学的研究（I）

表I一（4）

学習集団づくり指導の構造 表（w） 島根大学　山　下　政　俊

指導と評価活動 学習班の指導
班での話し合い

学習リーダーの指導

集団思考の指導
I教科内容に即した討論へ全員参加する。①要求1Vを班活動に ①要求wに取り組む。 ①必要な場合班での話し合

〔要求w〕
位置づける。 いを行う。

a”自らのイメージや解釈をもって全　　o　　o　　o　　■　　○

員立ち上がる。

b”豊かで納得できる説明を行うと共
〔班活動w〕 〔班長の仕事w〕 〔班話し合いw〕

にそれを求める。
・全員討論・全員

〔発言形式w〕 ・班活動の個人内 参加に向けて組

C”討論に自由に参加する。
化。 織ずる。

教 ・一人1日1回討論に参加する。 ・必要に応じて班
会を行う。

・班員の学習リー
。次第に全員討論できるようにする。

②自由に討論に参加できる

師
ダー化が進む。 ようになる。

に

よ 皿学習集団の発展に対応した教材づくり，
〔学習主体形成w〕

②学習リーダー会を

る 教材選択を含んだ教材解釈をする。 もつ。 ・自らのイメージや解釈

子 〔教材解釈皿〕 で討論に参加する。

ど ・学習集団，子どもの発展と統一でき
〔自主管理IV〕

も る教材づくりを行う。
〔子どもの教材

・全員参加できて
相

解釈皿〕

いるか検討し，

互
皿子どものイメージや解釈を価値づけ，

必要に応じて援 ・学習リーダーになれる

の
方向づけると共に，討論を激化させ，

助・指導を行う。 子どもが多くなる。

か せり上げる指導言で立ち向かう。 ・内容豊かな学習ノート

か
〔指導言W〕

が書ける。

わ

り
・子どものイメージや解釈に切り込み， ⑧本格的な集団思考が可能

と
それをやさしく，きびしく吟昧する。 となる。

・討論の傍観者とならず，たえず価値
授

③重要な指導言・評
づけながら，みんなをまき込んでい 価言がリーダーへ 〔集団思考皿〕

業 く。一 移行（転化）する。

づ ・問いかけを子どもに対応させながら ・全員討論に参加する。

く
変えつづける。

。共感と共に討論を統一する。
・応答・共感しながら討

り 論を統一していく。

〔
w

〕
w子どもの発展に対応できる評価言を考

慮する

【
後

〔評価言1V〕
期
】

・たえず評価すると共に，たえず評価
しない。

V班（個人）指名か自由発言形式とする。②一斉挙手か無挙手

〔指名皿〕
で討論に参加する。

・必要な場合に班（個人）指名する。

・子ども自身の自主発言を促がす。

◎授業への参加・集中・認識・表現と子ども相互のかかわりの深化〔I〕
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表皿一（1）

　　　学習主体と学習集団の自立へのすじ道（I） 島根大学　山　下　政　俊

教師の指導と評価活動 班長（学習リーダー） 班での話し合い
（教師の決意，願い，要求と説明， 学習班の指導

発問，指示，助言と評価）
の指導 集団思考の指導

一なんとなくからの脱却一 ①生活班をそのまま ①生活班の班長をそ 一学習主体形成I一
I「授業びらき」で教師の決意や願いを 使うか，新しく班 のまま学習班のリー

語り，要求を提出する。
をっくる。 ダーとして位置づ ①教師の指示を受けての班

〔要求I〕 〔班編成I〕 けるか新しい班で 長司会による承認を行う。

・授業にかける自らの決意を語る。 は新しい班長を選
小人数学級では 出する。

〔班話し合いI〕

・みんなで助け合って学習しみんなで
高まろう。

独自に工夫するこ
と。 〔班長選出I〕

a授業開始までに参加体制を整えてお

②日回発言，三悪追放，　　o　　　　　　　　　　　　o　　●

く。

質問，三っのせん，三っ　o　　③　　⑤

b全員一日一回発表する。
②教師の願いや要求 の下さいができるように

C三悪を追放する。　　　　　　　③　　●　　　　　　　　　　　　　　　o　　o　　o
を自分たちの願い していく。

d質間，三っのせん，三っの下さいを
や要求とし，その

教
要求する。

実現に取りくむ。

師
〔活動言I〕

に e発言者と身体を向け合い，応答する。
〔班活動I〕

よ f当面の班長（学習リーダー）を確定
る し，当面の仕事を教え，指示する。

子 1I語る，説く，問う，指示を工夫すること。

ど 〔指導言I〕

も ・向かい合い，対面し，やる気を示す ②班内での要求の先 ＜三悪＞

相
こと。 頭に立っ。

・トーンや表情に留意する。
・はずかしい

互 ・選出された班長（学習リーダー）や
〔班長の仕事I〕

・わらわれる

の 子どもたちの目や表情に留意し，彼 ・授業開始までに

全員参加体制を
・こわい

か らに熱っぼく誇り（訴え）かけるこ

か
と。 整える。

〈三っのせん〉

わ
。要点に徹し，簡潔にすること。 ・指導言と評価言
・質問や発表にはていねいに答え，う に注目し，反応

・わかりません

り なづきながら応答すること。 する。 ・聞こえません
づ

く
皿＜確認と指示＞ ・a，b，c，d， ・見えません

班と全体でa，b，c，d，eの承認
り

eの先頭に立
を受けること。 つo 〈三っの下さい〉

（
I

w＜点検と評価＞ ⑧a，b，c，d，e ・班話し合いの司 ・もう一度言って下さい

） a，b，c，d，e，fにかかわって， にかかわって他班 会をする。！

班や班長の動きに評価を入れる。
・もう少しわかりやすく

【
基

と競い合う。
〔評価言I〕

言って下さい

礎
】 ・注釈を入れて各班を肯定的に評価す

〔班競争I〕 ・なぜ，それをするのか

ること。 競い合いは，目 ③班長会（学習リー 言って下さい

。やる気とかかわりを引き出す方向で 的を明確にして， ダー会）をもって，
入れること。 プロセスを大切に 点検，評価，指示，

。子どもがその気になるように全身で しながら達成でき 援助を行う。
評価すること。 たらやめること。

・最後に統括的な評価を行い，今後の
〔自主管理I〕

見通しをもたせること。 ・教百祠会とする。

V最初の学級の歴史やその力の発展を掲 ・5分以内の指示

示通信化し始める。 援助に留める。

〔学級の力I〕

学習主体になるための意欲と自覚とイメージの喚起段階一自立（I）



ユO 授業指導と授業評価に関する教授学的研究（I）

表1I一（2）

　　　学習主体と学習集団の自立へのすじ道（皿） 島根大学　山　下　政　俊

指導と評価活動 学習班の指導
班長（学習リーダー） 班での話し合い
の指導

集団思考の指導
一子どもへの共感と肯定的評価かbの出発一

I教科の授業にふさわしい要求を提出する。
①学習班がえがある。 ①班長（学習リーダ 一学習主体形成1皿一

〔要求皿〕 〔班編成1皿〕 一）がかわる。
①班長が指示を受けて班員

a1指導言や発言に対応した発言の仕 ②要求皿を班活動に
亡班長選出■〕 の点検や確認を行う。

方を教える。 位置づける。
〔活動言皿〕

〔班話し合い皿〕

6　　④

・三っのますを要求する。
〔班活動皿〕 ②班長の当面の仕事

が明確になる。
・かならず全員を点検し

・第二の三っの下さいを要求する。 て話し合いに参加させ

b1学習ノートを導入し，書くスタイ ・その他に班会を 〔班長の仕事1I〕 る。

ルを指導する。 行う。

1Iその教科，教材で必然的欲求として教 ・三っのせん，下
②教材解釈をめぐる初歩的

教
えたい，語りたい，伝えたい事実や理 さい

な集団思考を導入する。

師 論や法則やイメージを明らかにし，授 ・第二の下さい，
〔集団思考I〕

に 業の構想を具体的に立てる。

〔教材解釈と授業の構想I〕
ますによる応答 。三っのますで応答する。

よ

る
・その教材の専門的解釈を行い，子どもの ③全員発言運動を起 ・班内点検，確認 。三っのせん，下さい，

経験や解釈を予想し，指導言を考える。 こす。 とストップ発言 第二の下さいでからむ。

子 ・教科・教材によっては，子どもの経

ど 験と接点がもてる教材づくりをする。
〔班競争■〕 。一斉挙手の組織 ・発言者と身体を向け合

皿教科内容に向けて学習を組織する。 。できるだけ早く ・班会を行う。
い集中する。

も

相
〔指導言1I〕 達成する。 ・うなづいたり，首をか

・できるだけ多くの子どもからイメー ③班長（学習リーダ しげたりしながら聞く。

互 ジや解釈（既知や経験）がひき出せ 一）会をもっ。

るほどに限定して発問する。
・みんなの方を向いて話

の

・類似した発言なども活発にひき出す ④有言の一斉挙手を
〔自主管理1I〕 す。

か
よう助言を入れる。 行う。 ・教白祠会とする。

・聞いていない班を注意
か ・発言を三っのますで対立，分化させ統

・「ハイ，ハイ…」
してから話す。

わ 一する。板書でそれを明確にする。
から「ハーイ」

・班員への指導

り ・説明（語りかけ，説いかけ）は，子 （指示や援助）
・質問を受けたら班か個

どもの既知や経験と結びっけ，ゆっ を介して，「ハ の仕方を具体的
人を指名する。

と
くり明るいトーンで行う。 イ」にできるだ

授
に指導する。

・班内での援助活動を指示する。 け早く移行する。
・取りくみに共感

〈三？のます＞

業 w評価を刻々に入れる。〔評価言1皿〕
しながら評価す

・こうだと思い紡

づ ・a，b，c，dと三っの要求，ま
すにかかわる各班や班長の取りくみ

る。

く

・そう（同じ）だと思い　o　　o

を注釈を入れて肯定的に評価する。 ・簡潔にすます。
ます

り ・たえず共感しながら，できるだけ多 ⑤学習をめぐる班の
・班長とたえず接

・ちがいます

（
1
I

くの発言をひき出すよう評価する。 かかわりがみえて
・発言，読み，書き，表現を教科内容 くる。

触交流を保っ。

）
＜第二の三つの下さい〉

に向けて注釈を入れた肯定的評価を
する。

〔班の力I〕 ④班長（学習リーダ ・待って下さい
【
出 V発問や指示を受けての発表や読みには 一）としての自覚
発
】 をもたせる。

・聞いて下さい

注釈を入れて班指名する。〔指名I〕
・必ずa，b，c，d，a1を念頭にお

・O○を見て下さい

き，班長や班の活動（カ）かわり合い）

を評価しながら指名する。

・挙手の数，手の挙げ方，その速さ，
目や顔の表情，一斉であるかなど，

ヤル気をよく見て行う。

w授業や学習での初期のいろんな出来事
や力の発展を新聞通信化する。

〔学級の力■〕

つo

学習主体としての「応答能力」を身にっけさせる段階 自立（■）



山　　下　　政　　俊 ユユ

表1I一（3）

　　　学習主体と学習集団の自立へのすじ道（皿） 島根大学山下政俊

班長（学習リーダー） 班での話し合い
指導と評価活動 学習班の指導

の指導
集団思考の指導

子ともの解釈力と ①学習班がえをしば ①班長（学習リーダ 一学習主体形成皿一
学習リーダーをひろげる斗い一 しば行う。 一）がしばしぱか ①対立点を明確にしたり，っ

I教科偲教材に応じた解釈力と表現力を
〔班編成皿〕

わる。 まずきに同調したりなどし

要求する。 〔班長選出皿〕
て生じた話し合いの必要な

〔要求皿〕
。立候補し，選出 時，班話し合いを行う。

a”一人ひとりの子どもが当該教材の
された班長が班 ・立候補して選出 〔班話し合い皿〕

解釈ができるようになる。
員を選ぷように された班長を学 ・かならず対立点や課題を

b”接続詞を使って指導言や発言に対
なる。 習リーダーとし 明確にしてから下すこと。

応できるようにする。 ②要求皿を班活動に
て位置づける。 ・個人思考をノートさせ

〔活動言皿〕 位置づける。 ②班長の仕事の確立 て全員語し合いで発言
教 。三っの接続詞を要求する。

〔班活動皿〕
をめざす。 させる。

師 ・第三の三っの下さいを要求する。
C”班や全体での話し合いに参加する。 〔班長の仕事1皿〕

・話し合いの要求には上

に ・班話し合いで全員意見を言う。
その他に 記のことを留意した上

よ ・班の意見を三つのますで全体に出す。 ・班会を継続する。
班長の仕事1皿の で応じること。

d”学習ノートに自分の考えを書く。 ・班ノートを導入 他に，授業進行や ・だらだらとさせない為
る

皿（子どもの顔が見える豊カ）な）解釈をし， し，指導する。 指導のスタイルに に時間を設定すること。

子 それに相応しい授業の構想を立てる。 ・班学習を行う。 慣れた上で

ど 〔教材解釈と授業の構想皿〕 ・発言権を奪う。
その他に

・子どもの解釈を具体的に予測し，それに
・一人勉強を導入

も する。 ・班話し合いの要 ・話し合いはかならずしも

相
対応できる指導言と教材づくりを考える。 求と司会をする。 一つにまとめさせない。

皿子どもの解釈力をひろげる指導言を用 ⑧発言回数をめぐっ ・第三の三っの下 ・発言者を決定させる。
互 意する。 て，競い合う。 さいを要求する。 ・発表の練習と援助を決

の
〔指導言皿〕

・いくつかに対立・分化する発言をひ
〔班競争皿〕 ③班長会（学習リー

める。

か き出す発問を用意する。 ダー会）をもっ。
②教材解釈をめぐる集団思

か ・発言に同調したり，っまずきやっぷ
・班の取りくみの 考が可能となる。

やきをひろう。
プロセスや進歩

わ
〔自主管理皿〕 〔集団思考皿〕

・経験や解釈の相違や対立を明確にし，
に留意しながら

・教島祠会とする。 ・個人患考（ノート）さ
り それを班話し合いを媒介としながら

行う。
。班内の遅れた班 せ，班内での確認や相

と 全体で話し合わせる。 ・班内や班間の落
員や遅れた班に 互援助をとおして全員

授 ・経験や解釈を転換・飛躍させる問い 差に留意する。
対する援助の仕

発表させる。

業
かけを行う。 ④有言の一斉挙手を 方を教える。 ・活動言I，1皿に皿が加

・子どもの解釈を生かしながらわかり
づ やすく説明する。

中心に行う。 ・遅れた班長との わり、他とかかわりな

・班内の異なった意見を引きだすよう ・学習集団の状況 接触を密にする。 がら思考を広げる。
く

助言する。 によっては無言
・必要な場合には班話し

り 机間巡視を重視する。 挙手に移行させ
合いを入れる。

〔
皿

w発言のなかみを共感しながら吟味し， る。
・班内の異なった意見や

注釈を加えた評価を入れる。 途中でもった意見を出
〕 〔評価言皿〕 ⑤学習をめぐる班の ④班長（学習リーダ させる。

前 ・まちがいやっまずきなども積極的に 力が見えてくる。 一）としての自覚 ③固有な解釈を持っことが

期
評価する。

〔班の力1I〕
が出てくる。 できる。

H
V挙手のなかみに注釈を入れて班指名する。

〔指名1I〕
〔子どもの教材解釈I〕

・強い発言要求（まだ言っていない人，
〈三っの接続詞＞

誰でも言えるよく話し合った，メモ
・っけ加え（それに）

したなど）を持っ班に指名する。
・しかし（けど）

・必要な場合は個人指名する。 。そのわけは

w学級，班，個人の授業における進歩の ＜第三の三っの下さい＞

様子を新聞通信化する。 ・あてて下さい（言わせ
〔学級の力皿〕 て下さい）

・すぐれた班や個人の達成を記事化す ・（そのわけを）言って
る。

・授業外での取り組みを活発にする。
下さい

・時間を下さい

学習主体としての教材解釈力を形成する段階一自立（皿）



ユ2 授業指導と授業評価に関する教授学的研究（I）

表1I一（4）

　　　学習主体と学習集団の自立へのすじ道（IV） 島根大学　山　下　政　俊

指導と評価活動 学習班の指導
班での話し合い

学習リーダーの指導

集団思考の指導
一解釈をめぐっての子どもとの斗い一個々 ①学習班がえを時々 ①班長（学習リーダ 一学習主体形成w一
の子どもの力量形成に一層目くぱりしながら 行う。 一）カ塒々かわる。

I解釈力の深化と討論能力を要求する。 〔班編成IV〕 〔班長選出w〕 ①子どもの解釈に抵抗した
〔要求w〕 立候補して選出

aし人ひとりの子どもの教材との向
・やる気と教科的 り，話し合いが必要な時，

かい合いや解釈が深まる。

された班華が班員を選ぷ。

力量のある子ど 班話し合いを行う。

b”指導言や発言に一層発展した対応
もがリーダーに 〔班話し合い1V〕

ができるようになる。〔活動言1V〕 ②要求wを教師の指
位置づいてくる。 ・話し合いや時間の要求

・発言に理由づけとゆたかな接続詞 導の下に班を媒介
には，内容を吟味した

が加わる。 としながら個人で ②班長の仕事が確立
上で応じること。

・発言が具体的で経験と結びっいたもの，

教
取り組む。 し，次が加わる。

教具や資料を使った説明，また，語り 〔班活動1V〕 〔班長の仕事w〕
②教材解釈をめぐる集団思

師 かける，説得的な，口調になる。 その他に ・遅れた子どもの
考が激化する。

に
・無挙手の自主発言がでてくる。 ・他班と共同で学 援助活動

〔集団思考皿〕

C”班での話し合いが活発になり，全 習行事をやる。 ・班での話し合い
・これまでの話し合いか

よ
体討論への全員参加をめざす。 ・一人ひとりの力 を活発にする。

ら活動言IVが加わるこ

る d”学習ノートに一人勉強や授業の成 量形成に力を入
・討論への全員参

とによって討論へと発

子 績が現われてくる。 れる。
加をめざす。

展する。

ど
■子どもの解釈をゆさぷる指導言と教材

・学級，班，個人
・他者の解釈に納得せ尤

も
づくりを考える。 ③他班と討論回数を

の変化に注目し，
その理由づけを問う子

〔教材解釈と授業の構想皿〕 競い合う。
それを全体で評

どもが多くなる。
相 皿子どもの解釈を価値づけ方向づけなが 〔班競争w〕

価する。
・子ども相互がゆたかな

互 ら，さらにそれをゆさぷり，討論をお ・一日一回討論に 接続詞を使って説得的

の
こす指導言を用意する。　〔指導言w〕 参加する。

・既知や安易な同調に助言（接続詞） ③班長会（学習リー
に語りかけるようにな

か
・次第にその回数

で抵抗し，解釈を深める。 をふやし，全員 ダー会）をもっ。
る。

か ・問いかけを子どもに対応しながら変 参加をめざす。 〔自主管理w〕
。教材の本質をっく発問

え，解釈を転換，飛躍させる。 ・教師か班長司会
にも，ほとんど全員の

わ
・発言をたえず価値づけ，相互をっなぎ とする。

子どもが応答するよう

り
整理しながらみんなを討論にまきこむ。 ④無言の一斉挙手か， ・遅れた班や班員

になる。

と ・共感と共に討論を統一する。 無挙手の自主発言 を指導しきる。
授 w肯定的なことばかりでなく，否定面に とする。 ・学習行事に取り

③解釈に深まりが出てくる。

業 も目を向け，それに次の指示や要求を ⑤学習をめぐる班の 組む。
〔子どもの教材解釈皿〕

加えた評価を入れる。　　〔評価言w〕 力が確立してくる。 ・一人勉強の内容がゆた
づ

・班内や班間の落差を明確にしながら 〔班の力皿〕 ④」部の学習リーダー
かになる。

く ゆさぷる。 ・班ノートにも班

り V発言のなかみにかかわって班指名する の力が現れてく
の言葉に指導言や

か，無挙手の自主発言とする。 る。
評価言の一部が現

〔
w

〔指名皿〕
われてくる。

〕 ・ちがった内容をいう人のいる班に指

前
名する。

期 。班の状況によっては指名をかえる。
（＝） ・必要な場合は個人指名とする。

VI学級，班，個人の授業の取り組みや成果
を誇らせたり，提示。通信化する。また，

他の諸活動でも力量を発揮し始める。
〔学級の力1V〕

・学級，班，個人の変化を読みとらせる。

・必要な場合には授業外での取り組み
を始める。

・個々の班や個人あるいは学級の弱点
に切り込むことも考慮する。

学習主体としての教材解釈力を定着・発展させ，討論能力を形成する段階一自立（W）
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表1I－5）
　　　学習主体と学習集団の自立へのすじ道（V） 島根大学　山　下　政　俊

班での話し合い
指導と評価活動 学習班の指導 学習リーダーの指導

集団患考の指導
一自立した学習主体としての子どもと ①必要に応じて学習 ①必要に応じて班長 一学習主体形成V一

共に授業を創る一 班がえを行う。 （学習リーダー）

〔班編成V〕 がかわる。 ①必要な場合班での話し合
I教科内容に即した討論に全員参加する。 〔班長選出V〕 いを行う。

〔要求V〕 〔班話し合いV〕

a”自らの深いイメージや解釈をもっ ・学習リーダーと

て全員立ち上がる。 しての資質をもっ

b”これまでの活動言に加えて指導言②班活動が個人レベ た子どもが多数
を含んだ活動言が現われる。 ルでも行われるよ 出てくる。 ②本格的を集団思考一討論

〔活動言V〕 うになる。 が成立する。

教 C”全員積極的に討論できるようにな 〔班活動V〕 ②次第に班長の仕事 〔集団思考1V〕

師 る。 ・班活動の個人内 は減ってくる。 ・一つ一つの発言が生き

に 化が一層進む。 て響き合い，内容を深

よ
■ゆたかな解釈と統一できる必然的な指 め合う。

る
導言や教材づくりを考える。 ・子どもの発言が自分の

〔教材解釈と授業の構想1V〕 生き方や内面と深くか
子 かわったものとなる。

ど 皿必要な指導言を用意しておく。 ③無挙手による自主 ③学習リーダー会を ・他者の発言と深く内面

も
〔指導言V〕 的な自由発言形式 もつ。 的に応答（対話）する

相
・子どものイメージや解釈に切り込み， か，無言挙手によ 〔自主管理V〕 と共に，必要な時は即

互
それをやさしく，きびしく吟味する。 る発言とする。 ・班長司会とする。 座に立ち上がる。

・討論の傍観者とならず，必要に応じ ・他の諸活動の取
の て発言を価値づけながら，全員をま り組みを考える。

か き込んでいく。

か ・共感と共に討論を統一する。

わ

り
1V発言内容に共感，感動すると共に必要 ④班の力が安定，定 ④指導言・評価言が

に応じて評価言を出す。 着し，個人の中に リーダーだけでな ③教師の教材解釈に準じた
と 〔評価言V〕 入り込んでいく。 く多数の子どもに 解釈や個性的な解釈が出

授 〔班の力1V〕 移行（転化）する。 てくる。

業 V自主的な自由発言形式か個人（班）指 〔子どもの教材解釈皿〕

づ
名とする。 ・一人ひとりが自立した

く
〔指名w〕 解釈を行うようになる。

・班話し合いの場合は班指名とするか，
り 自主発言にする。

・次第にこれまでのような指名はやめ

〔
V

る。

〕
w授業をとおしてつちかった学級の力を

後
他の諸活動，学年，全校レベルでの諸

期 活動で発揮する。

〔学級の力V〕
・活躍の場を広げる。

学習主体としてゆたかな討論能力を完成させる段階 自立（V）



ユ4 授業指導と授業評価に関する教授学的研究（I）

表皿一（1）

　　　学習集団と学習主体の自立へのすじ道（I）

授業の構想と指導
一なんとなくからの脱却一

授業の展開と集団思考の指導 学習集団と学習主体への自立要求と指導

I「授業びらき」の構想を立てる。 ①語りかけ I教師の注意や願いを語り，これらの
〔教材解釈I〕 ・これからどんな授業をし 基礎となる要求を提出する。〔要求I〕

。これからどんな授業にしていくのか。 ていくのか，そのイメー ・授業開始までに参加体制を整えて
そのイメージをつくり，それを具体 ジを子どもたちに対面し， おくこと。

「
授

化し，要求や指導言の内容とする。 熱っぼく語り（訴え）か ・全員一日一回発表すること。

業 けていく。 ・三悪を追放すること。

び ・発言者と体を向け合い応答すること。

ら
皿びらきに相応して語る，説く，問う， ②学習班の編成と学習リーダー ・当面の学習班とそのリーダーを確

き
助言，指示を工夫する。 の選出 定し，それぞれに当面の仕事を指

L
〔指導言皿〕 ・生活班をそのままっかうか， 示すること。

と ・向かい合い，対面し，やる気を示す 新しく班をつくり，班内で

学 こと。 リーダーを選出する。 皿指導言に対応した刻々の活動言を指

習 ・トーンや表情に留意すること。 示する。　　　　　　　〔活動言I〕

主 ・選出された学習リーダーや子どもた ③要求する ・一斉に大きな声で反応（はい，い

体 ちの目や，表情や動きに注目し，彼 ・指導言に対応した刻々の いえ，そうですなど）すること。

に らに熱っぼく語り（訴え）かけるこ 活動言を指示し，要求し ・質問，三っのせん，三っの下さい

な
と。 ていく。 を要求すること。

る
・要点に徹し，簡潔にすること。 ・一斉問答

た
・質問や発言には，ていねいに答え， ・質問「三っのせん」「三

め
うなずきながら応答すること。 っの下さい」など。

の

意
④評価 学習班と班での

皿子どもたちの対面，聞く，応答などの ・子どもたちの対面，聞く， 話し合いの指導
学習リーダーの指導

欲

と
状況に注釈を入れた，肯定的評価を入 応答などの状況に注釈を ①生活班をそのま ①生活班の班長を
れる。 つけて，その気になるよ ま使うか，新し そのまま学習班

自 〔評価言I〕 うな肯定的評価を行う。 い班をっくる。 のリーダーとし
覚 ・やる気とかかわりをひき出す方向で， ・小人数学級で て位置づけるか，
と 班，リーダー，個人に入れること。 ⑤やる気にさせる見通しをも は独自に工夫 新しい班ではリー
イ ・子どもがその気になるように，全身 たせる する。 ダーを選出する。

メ で評価すること。 ・新しい担任との共感的な
一 ・最後に統括的な評価を行い，今後の 出合いをっくりあげるこ ②活動言の質にか ②班内で当面の仕
ジ 見通しをもたせること。 とで，子どもたちをやる かわって，他班 事の先頭に立っ。

と 気にさせ，それによって と競い合う。 ・授業開始まで

行 教師と子どもとの関係を に全員参加体

動 ひらいていく。 制を整えるこ

の
と。

換 ＜三悪＞　＜三っのせん＞ ・指導言と評価

起 ・はずかしい・わかりません 言に注目し，

段
・笑われる　　・できません 反応すること。

階
・こわい　　　・聞こえません ・班での謡し合

いの司会をす
＜三っの下さい＞ ること。

（
I

・待って下さい ③学習リーダー会

） ・もう一度言って下さい をびらきの後に
・わかりやすく言って下さい もって，次の指

〔
基

示を行う。

礎
〕

・教師司会とす
ること。

・具体的な指示

や援助の仕方
を教えること。

子ども相互のかかわりづくりの出発 「生活指導」’82年12月号公表
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表皿一（2）

　　　学習集団と学習主体の自立へのすじ道（1皿）

授業の構想と指導
子ともへの共感と 授業の展開と集団思考の指導 学習集団と学習主体への自立要求と指導

肯定的評価からの出発一

Iその教科，教材で教えたい，語り ①発問 I出発期に相応しい要求を提出する。　〔要求皿〕

たい，伝えたい，発見させたい事 ・三っのますがひき出せる程に ・全員発言すること。

実や論理や法則やイメージとその 限定した内容で問いかける。 ・対面し，応答しながら聞くこと。

教科に特有の認識方法を明らかに ・わからない，できないをすぐに出すこと。

し，出発期の授業の灘臭を立てる。 ②班内援助活動

授
〔教材解釈皿〕 ・学習リーダーを中心にした 皿指導言や他の発言に対応した活動言を教

業
・参加，不参加の分裂を克服する 援助や教師の評価言によっ える。　　　　　　　　　　〔活動言■〕

こと。 て参加，不参加の分裂を克 ・教師に対する自分の考えは3っのます
指 ・「わかる」「わからない」「でき 服すると共に教師の発問に で応答すること。

導 る」「できない」の対立を止揚 対する「わからない」を学 。第二の三っの下さいを要求すること。

と すること。 習リーダーが援助するか， ・三っのですかを発言の後に加えること。

学
・三っのますで対立・分化させ， それを教師に求める。 ＜三っのます＞　　＜三っの下さい＞

習
それを止揚すること。 ・こうだと思います。　。あてて（言わせて）下

・対立点を明確にして班話し合い ③個人問答 さい。

主 を行い，全体で対立を止揚する ・一部の子どもの3っのま　　　　　　　　　　　o ・そう（同じ）だと思　・（そのわけを）言って

体 こと。 います。　　　　　　下さい。

と 立が生ずると共に，一方 ・ちがいます　　　　　・聞いてください。

し
で班内（子どもの中に） ＜三っのですか＞

皿出発期に相応しい学習を組織する。 にも「わかる」「わから ・どうですか。

て 〔指導言1I〕 ない」の分裂が起こる。 ・いいですか。

の 。全ての子どもから「わかる」 ・だめですか。

「
応

「わからない」や三っのますが ④班話し合い 学習班と班での

ひきだせるほどに限定した語り ・そこでこの段階で必要とな 話し合いの指導
学習リーダーの指導

答 かけや問いかけを行うこと。 る個人思考後の班話し合い ①全員発言運動に取 ①全員発言運動の先
能 ・「わかる」「わからない」や三 によって，「わかる」「わか り組む。 頭に立っ。
力
L っのますを助言でっなぎ，止揚 らない」が統一されたり， ・できるだけ早く達 ・「わかる」「わ

を
させること。 班としての意見が，3っの 成すること。 からない」など

・類似した発言や異なる発言を活 ますでもって提出される。 ②有言の一斉挙手を の班内点検や確
身 発にひき出すよう助言を入れる 行う。 認と，ストップ
に こと。 ⑤班指名（肯定的評価をしっ ・「ハイ，ハイ…」か 発言を行うこと。

つ
・班内での話し合いや援助活動を かりやること） ら「ハーイ」を介し 。一斉挙手を組織

け
指示すること。 ・挙手の仕方，班内のかか て，「ハイ」にでき すること。

さ
わり方などやる気を中心 るだけ早く移行する ・発言できない子
にして注釈のっいた評価 こと。 やしない子への

せ 皿評価を刻々に入れる　〔評価言■〕 を共感的に行う。 ③対立点を明確にした 必要な援助を行
る ・たえず共感しながら，できるだ りっまずきに同調し うこと。

段 け多くの発言をひき出すように ⑥発言を対立させていく たりなどして生じた ②学習リーダー会を

階
評価すること。 ・班の代表者の発言に教師 話し合いの必要な時， もって，班員への

・班内のかかわりをひき出し，広 が「そのわけは…」とか 班話し合いを行う。 指導の仕方を具体
げる方向で評価すること。 「つけ加えだね」など接 ・個人思考させてか 的に指示する。

（
I

続詞（助言）を使いなが　　　　　　　　　o　　o
ら発表させること。 ・学習リーダーと

） ら，分類、整理して対立 ・だらだらとさせ しての自覚をも
w発問や指示を受けての発表や読み 点を明確にする。 ない為に時間を たせること。

〔
出

には，注釈を入れた班指名を原則 設定すること。
発
〕

とする。 ⑦子どもから発言を更にひき ・発表者を決める
〔指名I〕 出し，それを踏まえた教師の こと。

・挙手の数，手の挙げ方，その速 語りかげで対立を止揚する。 ・発表の練習と援
さ，目や顔の表情，一斉である ・班対班の話し合いの中で 助を決めること。

かなどやる気をよく見て行うこ 統一させる。そしてその ④学習をめぐる班内
と。 過程で全員発言を達成さ のかかわりがみえ

せていく。 てくる。

全員参加への子どもとも相互のかかわりづくり 「生活指導」’82年12月号公表
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表皿一（4）

学習集団と学習主体の自立へのすじ道（w）

＿角鱗県讐晶享奥琶の斗い＿
一個々の子どもの力量形成に 授業の展開と集団思考の指導 学習集団と学習主体への自立要求と指導

一層目くぱりしながら一

I教科内容に向かう子どもの解釈と対立 ①発問 I解釈力の深化と討論能力を要求する
し，それをゆさぷる指導言や教材づく ②ゆさぷり（子どもの解釈に 〔要求IV〕

りを考える　　　　　〔教材解釈w〕 抵抗しながら，それを深め ・一人勉強の成果をもって討論に参

授 。子どものいくっかの解釈を詳しく吟 ること） 加すること。

業 味し，その中の弱いところの矛盾や ・教師の発問に対して，一 ・討論の中で解釈力と討論能力を高

指 否定面を明らかにして，認識の転換 人勉強を生かし，他にか めること。

導
を促すこと。 らみながら発言していく。

と ・子どもの解釈に教師の解釈をぷっっ ・子どもの解釈が偏った場 皿指導言や他の発言に一層発展した対

学 けて，一層認識の対立をはっきりさ 合は教師自身の解釈をぷ 応ができるような活動言を要求する

習
せること。 っけることでゆさぷって 〔活動言w〕

主
・これらの矛盾や対立に全員を組織し いく。 。発言に理由づけとゆたかな接続詞

体
て，その止揚を行うこと。 ↓ を加えること。

と ・一人ひとりの力量形成に力を入れる ・発言を具体的で経験と結びっいた

し
こと。 もの，教具や資料を使った説明，

て
③討論に移行するか班話し合 また語りかける，説得的な口調に

の
I［子どもの解釈を価値づけ，方向づける いの要求 していくこと。

教 と共に，それをゆさぷり，討論をおこ ・教師及びリーダーは対立

材 す指導言を用意する。　〔指導言w〕 点が明確になったり，既

解 。単なる既知（経験）の発表や安易な 有の知識では考えていく

釈
同調には助言（接続詞）で抵抗し， ことが困難なときなど，

力
解釈を広げさせること。 話し合いの必要性を感じ

を ・子どもの解釈に教師の解釈を対置し たときは教師に時間を切 学習班と班での

たり，一っの見解に賛成したりして って，班語し合いを要求 話し合いの指導
学習リーダーの指導

定
着
o

対立をおこすこと。 していく。 ①他班と討論回数 ①やる気と教科的
・発言をたえず価値づけたり，整理し ④班話し合い をめぐって競い 力量のある子ど

発 ながら対立点を明確にして，みんな ・からみ問答やゆさぷり発 合う。

・一日一回討論
もがリーダーに

表 を討論に巻き込むこと。 問によって明確にされた
に参加するこ

位置づいてくる。

さ ・共感と共に討論を統一すること。 対立意見のどちらかの立
と。

・」部の学習リー

せ
o

場をとるのかをめぐって
・次第にその数 ダーの言葉や

皿発言の否定面にも目をっけ，それに次 班で話し合う。
をふやし全員 行動に指導言

討 の指示や要求を加えた評価を入れる ⑤班指名 参加をめざす や評価言の一
論 〔評価1V〕 ・ちがった内容を言う班か こと。 部が現われて
能 ・教材とさらに対決しようというやる 個人を指名する。 ②無言の一斉挙手 くる。

力 気をおこすものであること。 ⑥討論（I） か無挙手の自主 ②討論への全員参
を ・班内や班間の落差を明確にして，ゆ ・説得的な語りかけで他班 発言をする。

③子どもの解釈に
加をめざす。

形 さぷること。 の論拠をっきくずしてい
抵抗したり，そ

③必要な事柄にか
成 ・ゆたかな解釈や表現に注釈を入れて く。

れをゆさぷった
かわって学習リー

す 大きく評価すること。 ↓ りして生じた話 ダー会をもっ
る

段 lV発言をよく吟味して班指名か個人指名
し合いの必要な

階 するか，無挙手の自主発言とする ⑦討論（皿）
時，班話し合い
を行う。

〔指名皿〕 ・班対班の討論に個人が接 ・話し合いや時

（
w

・ちがった内容をいう班か個人に指名 続詞でからんでいく。 間要求には，

）
すること。 ⑧共感・納得と共に討論を統 よく吟味して

・班や個人の状況によっては指名をか 一する。 応じること。

前 えること。 ④学習をめぐる班
期 の力が確立して

o
くる。

。班ノートにも
班の力が現わ
れてくる。

子ども相互のかかわりの拡大・深化 「生活指導」’82年12月号公表
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表皿一（5）

学習集団と学習主体の自立へのすじ道（V）

授業の構想と指導
一自立した学習主体との 授業の展開と集団思考の指導 学習集団と学習主体への自立要求と指導

ゆたかな対応をめざして一

Iゆたかな解釈と統一できる必然的な指 ①発問 I討論に自主的に参加し，討論の主人
導言や教材づくりを考える ②自主的応答と接続的応答 公となる。　　　　　　　〔要求V〕

〔教材解釈V〕 ・教師の発問に対して，多 ・自らのイメージの解釈をもって全
。教材や指導言をじっくり選択して子 くの子どもたちが自主的 員立ち上がり，討論と授業の積極
どもの活動や学習の量や質に対応す に自らのイメージや解釈 的な構成者となること。
ること。 をもって応答する。互い

に解釈をつなぎながら納 1Iこれまでの活動言に加えて，指導言

授 1I後期に相応しい指導言を用意する 得できるものを創る。そ や評価言を含んだ活動言を展開する。

業 〔指導言V〕 して，その過程で生じた 〔活動言V〕

指 ・討論の傍観者とならず，必要に応じ 対立点を討論していく。 ・活動言を自由に駆使して討論に参

導 て，子どものイメージや解釈を価値
③討論

加し，討論の中で個性的な活動言

と づけたり，それに切り込んだりして，
一必要な選択され指導

を身につけること。

学 討論を質的に高め，全員をまき込ん
言に限定される一

・「三っのですか」「三っの下さい」

習 でいくこと。 などは，この段階では消滅させて

主 ・次第にこれまでのような指導言はい ・明確になった対立点をめ いくこと。

体 つも必要となくなり，眠り込み，必 ぐる討論に全員参加する。

と 要に応じて発動され，それの一部は， ・教師は討論の傍観者とな

し 子どもの学習のうちに転化する。 らず，必要に応じて，子

て どものイメージや解釈を

の 皿後期に対応した評価を行う 価値づけたり，それに切

ゆ
〔評価言V〕 り込んだりしていく。

た ・必要に応じて評価すること。 ・必要に応じて班話し合い 学習班と班での

・無言の評価で対応すること。 を入れる。 話し合いの指導
学習リーダーの指導

か

な 。これまでのような評価言は子どもの ④全員の共感納得と共に討論 ①必要に応じて学 ①学習リーダーが

討 うちに移行する。 を統一する。 習班がえを行う。 時としてかわる。

論 ②無挙手による自 ・学習リーダー

能 1V自主的な自由発言形式か，個人（班） 主的な自由発言 としての資質

力 指名とする　　　　　　　　〔指名IV〕 形式か無言挙手 をもった子ど

を ・班での話し合いの後は，班指名とす による発言とす もが多数でて

完 るか，自主発言とすること。 る。 くる。

成 ・次第にこれまでのような指名はやめ ③必要な場合，班 ②学習リーダーの

さ ること。 での話し合いを 仕事は次第に減っ

せ
行う。 てくる。

る ④班での活動が個 。指導言や評価

段 人内化してくる。 言がリーダー

階 だけでなく，

多数の子ども

（
V

のうちに移行
する。

）

（
後期
）

子どもの相互のかかわりの完成 「生活指導」’82年12月号公表
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表W一（1）

学習集団と学習主体の自立への指導の道すじ（I） 島根大学　山　下　政　俊

授業の構想と指導
一なんとなくからの脱却一

授業の展開と集団思考の指導 学習集団と学習主体への自立要求と指導

I「授業びらき」の構想を立てる。 ①語りかけ I教師の決意や願いを語り，これから
（教材解釈I） 。これからどんな授業をし の基礎となる要求を提出する。

・これからどんな授業にしていくのか， ていくのか，そのイメー （要求I）

そのイメージをつくり，それを具体 ジを子どもたちと対面し ・授業開始までに参加体制を整えて
化して要求や指導言の内容とする。 ながら，熱っぼく語り おくこと。

（訴え）かけていく。 ・全員一日一回発表すること。

「
授

1Iびらきに相応しく語る，説く，問う， ②承認を受けて，学習班の編 ・三悪を追放すること。

業
助言，指示を工夫する。 成と学習リーダーの選出を ・発言者と体を向け合い応答するこ

び
（指導言I） 行う。 と。

ら
・向かい合い，対面し，やる気を示す ・生活班とそこの班長をそ ・当面の学習班とそのリーダーを確

き
こと。 のままっかうか，新しい 定し，それぞれに当面の仕事を指示

L
・トーンや表情に留意すること。 班をっくり，班内でリー すること。

と ・選出された学習リーダーや子どもた ダーを選出する。

学 ちの目や表情や動きに注目し，彼ら ⑧要求する。 ■指導言に対応した刻々の活動言を指

習 に熱っぽく語り（訴え）かけること。 ・指導言に対応した刻々の 示する。　　　　　　　（活動言I）

主 ・要点に徹し，簡潔にすること。 活動を指示し，要求して ・一斉に大きな声で反応（はい，い

体 ・質問や発言にはていねいに答え，う いく。 いえ、そうですなど）すること。

に なずきながら，応答すること。 ・一斉問答 ・質問，三っのせん，三っの下さい

な ・質問「三っのせん」「三 を要求すること。

る 皿子どもたちの対面，聞く，応答などの っの下さい」など。

た 状況に注釈を入れた肯定的評価を入れ ④評価する。

め る。　　　　　　　　　（評価言I） ・子どもたちの対面，聞く， 学習班と班での

・やる気とかかわりをひき出す方向で， 応答などの肯定的状況に 語し合いの指導
学習リーダーの指導

の

意 班，リーダー，個人に入れること。 注釈をっけて，その気に ①生活班をそのま ①生活班の班長を

欲 ・肯定的な面を発見し，それを評価す なるような肯定的評価を ま使うか，新し そのまま学習班

と ること。 行う。 い班をっくる。 のリーダーとし

イ ・子どもがその気になるように，全身 ⑤やる気になるよう見通しを ・少人数学級で て位置づけるか，

メ で評価すること。 もたせる。 は独自に工夫 新しい班ではリー

一 ・最後に総括的な評価を行い，今後の ・新しい担任との共感的な すること。 ダーを選出する。

ジ 見通しをもたせること。 出合いをっくりあげるこ ②活動言Iにかか ②班内で当面の仕

と とで子どもたちをやる気 わって，他班と 事の先頭に立っ。

行 にさせ，それによって教 競い合う。 ・授業開始まで

動 師と子どもとの関係を開 に全員参加体

の いていく。 制を整えるこ

換
⑤　　●　　6　　●　　○　　⑤　　○　　0　　0　　0　　0　　0　　6 と。

起
（三悪） ・指導言と評価

段 ・はずかしい 言に注目し，

階 ・笑われる 反応すること。

・こわい ・班での話し合
（三っのせん） いの司会をす

（
I

・わかりません ること。

） ・できません ③学習リーダー会
・聞えません をびらきの後に

基 （三っの下さい） もって，次から

礎
・待って下さい の指示を行う。

・もう一度言って下さい ・教師司会とす
・わかりやすく言って下 ること。

さい ・具体的な指示

や援助のしか
たを教えるこ
と。

子ども相互のかかわりづくりの出発
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表rVI一（2）

学習集団と学習主体の自立への指導の道すじ（1皿） 島根大学　山　下　政　俊

授業の構想と指導
子ともへの共感と 授業の展開と集団思考の指導
肯定的評価からの出発一

学習集団と学習主体への自立要求と指導

Iその教科・教材で教えたい，語りたい， ①発問 I出発期に相応しい要求を提出する。
伝えたい，発見させたい内容とそれら ・三っの解釈がひき出せる （要求■）

に特有な認識方法を明らかにし，その 程に限定した内容で問い ・三っの解釈でもって全員発言する

ことを踏えて出発期の授業の構想を立 かける。
こと。　　（子どもの教材解釈I）

てる。　　　　　　　（教材解釈1皿） ②個人思考と分裂
・対面し，応答しながら聞くこと。
・わからない，できないをすぐ出す

・二っの分裂・対立を予想し，それに 。この遇程で二っの分裂。 こと。

対応すること。 対立が起る。 皿指導言や他の発言に対応したり，他
・三っの解釈に対立・分化する問いか ③班内援助活動 に働きかける活動言と発言のルール

授 けを考慮すること。 ・学習リーダーを中心にし
を教える。　　　　　（活動言1I）

業 ・全員発言の達成に向けて工夫するこ た援助や教師の評価言に
・教材や問いかけに対する自分の解

指 釈は三っのますで応答すること。

導
と。 よって参加，不参加の分 ・第二の三っの下さいを要求すること。

と
「二っの分裂・対立」 裂を克服すると共に発問 ・二っのですかを発言の後に加える

・「参加」と「不参加」 に対する「わからない」
こと。

学
・「わかる」と「わからない」， を学習リーダーに指導さ

「三っのます」

習 ・こうだと思います

主
「できる」と「できない」 せるか，それを教師に求 ・そう（同じ）だと思います　0

体
「三っの解釈」 めさせる。 ・ちがいます

・肯定　・同調　・否定 ④個人問答と対立
「二っのですか」

と
。一部の子どもの三っの解

・どうですか　　③いいですか

し 「三っの下さい」

て
1I出発期に相応しい学習を組織する。 釈による応答によって全 ・あてて（言わせて）下さい

（指導言1I） 体に対立が生じると共に， ・（そのわけを）言って下さい
の

・内容の限定された問いかけや語りか 一方で班内にも「わかる」
・聞いて下さい

「
応

けを行うこと。 「わからない」の分裂が 学習班と班での

・二っの分裂・対立を指示や評価で止 起る。 話し合いの指導
学習リーダーの指導

答

能
揚すること。 ⑤班話し合いの指示 ①全員発言運動に取 ①全員発言運動の

力
・三っの解釈とそれらの「わからない」 ・「わかる」「わからない」 り組む。

・できるだけ早
先頭に立っ。

L
を助言でつなぎながら対立点を明確 を統一し，班の意見を三

く達成するこ
・　「わかる」

を にし，班話し合いを媒介として対立 っの解釈でもって提出さ と。
「わからない」

身 を、全体で止揚すること。 せる。
②有言の一斉挙手を　1一　　｝ などの班内点

・全員発言に向けて類似した発言や異 ⑥班指名（肯定的評価をしっ 何つo
検や確認とス

に

なる発言を活発にひき出すよ’う助言 かりやること）
・「ハイ，ハイ・・一 トップ発言を

つ
を入れること。 。挙手の仕方や数，班内の

から「ハーイ」 行うこと。

け
・班内での話し合いや援助活動を指示

を介して「ハイ」 ・一斉挙手を組
さ かかわり方などやる気を にできるだけ早

く移行すること。
織すること。

せ すること。 中心にして注釈のっいた
③三っの解釈や「わ

・発言できない

る 評価を共感的に行う。
からない」により

子やしない子

段 皿注釈を加えた評価を刻々に入れる。 ⑦発言を対立させていく。 対立点が明確になっ への必要な援

階 （評価言1I） 。班の代表者の発言に教師 て生じた話し合い 助を行うこと。

・班内のかかわりを評価しながら二っ が，「そのわけは…」と の必要な時班話し ②学習リーダー会

の分裂・対立を克服し三っの解釈を か「っけ加えだね」など
合いを指示する。 をもって班員へ

（
皿

ひき出すこと。 接続語（助言）で対応し，
・個人思考させて の指導や援助の
から発表させる

・わずかな事実や努力ややる気に共感。 それらを分類，整理しな こと。
仕方を具体的に

）
着目しながら全員発言させること。 ・話しまたは聞き

指示する。
がら，対立点を明確にす

ながらかならず
・学習リーダー

出
る。

自分の解釈をも としての自覚

発
w発問や指示を受けての発表や読みには， ⑧子どもから発言を更にひき つこと。 をもたせるこ

注釈を入れた班指名を原則とする。 出し，それを踏まえた教師 ・だらだらさせな
と。

（指名I） の語りかけで対立点を止揚 いためにも時間

・挙手の数，手の挙げ方，その速さ， する。
を設定すること。

目や顔の表情，一斉であるか，など ・班対班の話し合いの中で
・発表者を決める

こと。

やる気をよく見て行うこと。 統一させる。そして，そ ・発表の練習と援

・その他の必要な場合，個人指名する の過程で全員発言を達成 助を決めること。

こと。 させていく。
④学習をめぐる班内

のかかわりがみえ
てくる。

全員参加と集中への子ども相互のかかわ匁づくり 「授業研究」’83年2月号公表

「現代教育科学」’83年6月号
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表W一（3）

学習集団と学習主体の自立への指導の道すじ（皿） 島根大学　山　下　政　俊

授業の構想と指導
分化する子ともの解 授業の展開と集団思考の指導 学習集団と学習主体への自立要求と指導

釈への積極的な対応一

I教材の中で子どもの解釈が対立③分化 ①発問 I前期（一）に相応しい要求を提出す
するところや，つまづきやすいところ ・授業の山場でいくっかに

対立・分化する発言を引
る　　　　　　　　　　（要求皿）

を予想し，それに対応した指導を考え，
き出す発問を意図的にな

・一人ひとりの子どもが当該教材の

前期（一）に相応しい授業の構想を立 げかける。
固有な解釈ができるようになるこ

てる。　　　　　　　（教材解釈皿） ②個人思考と三っの発言（層） と。　　　（子どもの教材解釈1I）

。教科内容獲得の重要場面で意図的に への分化 ・班話し合いで意見を言うこと。

解釈を対立・分化させる問いかけや
・しっかり個人思考させる ・全体での話し合いに参加すること。

教材づくりを考えること。
か，自分の考えを理由づ ・学習ノートに自分の考えが書ける
けを含めてノートさせる。 こと。

・三っの発言（層）への分化と解釈上 ③分化した発言（層）への対
授 の相違による対立・分化を予想し， 応と班話し合いの指示。

・発表後三っの発言（層）
皿他の発言に対応し，かかわる活動言

業 それへの対応を考慮すること。
ひ対応しっっ論点をしぼ

を教える　　　　　　（活動言皿）

指 「三っの発言（層）」 り全体で話し合うか班に 。三っの接続語と三っのききこみを

導 ・正答（解）　。誤答 下す。 利用して他の発言にかかわること

と ・っまづきやっぷやきや ・学習リーダーは班員から意 「三っの接続語」

学 「わからない」 見を引き出し対立点を明確 ・っけ加え（それに）
にしながら話し合わせる。 ・しかし（けど）

習 一っにまとめさせる時はト
1I前期（一）に対応していく学習を組織 ダーに指示する。この際一

。そのわけは
主

する　　　　　　　　　（指導言皿） 人ひとりが解釈をもち話し
「三っのききこみ」

体 合いの主人公になるよう留
。全体的に聞く

と ・授業の山場での問いかけによって対 意すること。 。部分的に聞く

し
立⑧分化する解釈をひき出すか，選 ④班指名と解釈上の相違によ ・要求的に問いかける

て
択肢を用意しながら対立を仕掛ける る対立・分化
こと。 ・挙手の中味に注釈を入れ

の て班指名すること。
学習班と班での

・三っの発言（層）への分化にはそれ 話し合いの指導
学習リーダーの指導

「
解

ぞれ助言で①ゆさぷる②ひろうこと
・強い発言要求をもっ班，
異なる内容をもっ班，だ ①学習班がえをし ①学習リーダーが

釈
で対応し，相互をかかわらせながら れでも言える班に指名す ばしば行う。 しぱしばかわる。

力
解釈を深め，語りかけて統一するこ ること。

⑤全体話し合いと対立・分化
②有言の一斉挙手

を中心に行う。
・自覚的な学習

L
と。

した解釈への対応（子ども ・学習集団の状
リーダーが出

を ・解釈上の相違には①対立なのか②分 の発言に指導言や評価言で 況によっては
てくる。

形 化なのか，内容を吟味しながら，① 刻々に対応すること。）
・班の意見を発表させ，第 無言挙手に移 ②発言要求の先頭

成
否定的に②保存的に対応すること。

二発表者からは，前の発 行させること。 に立つ。

す
・子どもの解釈に対応しながら，それ

表にかかわらせて発表さ ③三っの発言（層） 。第二の三っの

る
を転換・飛躍させる問いかけや語り せること。 への分化や解釈 下さいと三っ

段
かけを行うこと。 ・学習リーダーに，班員と 上の相違による のききこみで

共に他班の発表や理由づ
階 けに対して起こる班内の

対立などで生じ 要求すること。

皿発言に対応した評価を入れる
「わからない」をださせ

た話し合いの必
要な時班話し合

・班話し合いの
（評価言皿） たり，接続詞を使って他

いを指示する。
時間要求と司

（
皿

・まちがいやっまづき，「わからない」 班や個人にかかわらせる
・対立点を明確

会をすること。

などを積極的に評価し，それを全体 こと。

） ・教師はそれらを評価し， にしながら話
・授業進行や指

に位置づけること。
助言で発言をっなぎ解釈 し合うこと。 導のスタイル

前 ・異なる内容の発言を大きく評価する 上の対立点を明確にし， ④全体での発言回 に憤れること。

期 こと。 論点をしぼりながら，全
員を話し合いにまきこん

数を競い合う。 ③学習リーダー会

一 でいくこと。
・班会を行うこ をもって遅れた

1V挙手のなかみに注釈を入れて班指名す
・必要な場合再度班話し合

と。 班員や班に対す
る　　　　　　　　　　（指名皿） いを媒介とすること。 ・班ノートを書

くこと。
る具体的な援助

・強い発言要求（まだ言っていない人 ・その際，誤りやっまづき
・班学習を行う

の仕方を教示す
に言ってもらう，だれでも言える， やつぷやきをひろいそれ

らを価値づけながら話し こと。
る。

よく話し合った，メモしたなど）を
もった班に指名すること。

合いに生かすこと。
⑥全体での話し合いやそ

・一人勉強を導

・いっでも必要な場合は個人指名する れを生かした教師の語り
入すること。

こと。 かげによって共感・納得
⑤学習をめぐる班

と共に対立・分化を止揚
の力が見えてく

する。
る。

参加・集中と解釈⑤表現への子ども相互のかかわりづくり 「授業研究」’83年2月号公表
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表1V一（4）

学習集団と学習主体の自立への指導の道すじ（w） 島根大学　山　下　政　俊

授業の構想と指導
一討論への解釈のゆさぷり一

授業の展開と集団思考の指導 学習集団と学習主体への自立要求と指導

I教材に対する子どもの解釈と対立する ①二っのゆさぷり I前期（二）に相応しい要求を提出す
解釈を行い，それにもとづいた指導言 ・授業の山場で意図的に二 る。　　　　　　　　　（要求w）

授
や教材づくりを工夫する。 っのゆさぷりを使い解釈 ・解釈にもとづいて討論に参加する

業
（教材解釈w） を対立・分化させ，討論 こと。　　（子どもの教材解釈皿）

指
。二っのゆさぷりで解釈を対立させ， に導く。 ・語りかけや問いかけの質を高める

分化させること。 ②二っの分裂による討論（I） こと。

導
・教師のゆさぷりによる二っの分裂を ・これまでの活動言や二っ 。指名によらず自主発言すること。

と
予想し，それへの対応を考えること。 の接続語を使いながら他 ・授業のまとめが書けるようになる

学 「二っのゆさぶり」 の発言にからんでいく。
こと。

習 ・子どもの解釈に抵抗する ・説明的で具体的な語りか
主 ・子どもの解釈に教師の解釈をぷっ けや問いかけで他の発言

皿これまでの活動言を利用しながら，

体 ける の論拠をっきくずしてい
討論に参加できる活動言を育てる。

と 「二っの分裂」 く。
（活動言IV）

し ・納得 ③必要や要求に応じて班話し
・他の発言に三っの接続語でからむ

・抵抗 合いを行う。
こと。

て

。明確に対立・分化した解
・説得的で具体的な語りかけや問い

の かけにしていくこと。
解 皿前期（二）に対応していく学習を組織 釈をめぐって一人ひとり 「三っの接続語」

釈 する。　　　　　　　　（指導言1V） がどの解釈をとるか班で ・否定的（そうではなく）

力 ・子どもの解釈に接続語（助言）で抵 話し合う。 。条件的（もし⑧い⑧）

を 抗し，討論へと導くこと。 ④全員参加による討論（1I） ・因果的（だカ）ら・⑧・）

定 ・教師の解釈でゆさぷり，対立・分化 ・対立する解釈を止揚する

着 させ，討論へと導くこと。 ような発言をひき出した 学習班と班での

・二っの分裂には，助言で対応し，相 り，助言で止揚させるこ 話し合いの指導
学習リーダーの指導

o

発
互をかかわらせ，討論を激化させる と。 ①他班と討論回数 ①教科的力量をもっ

展
こと。 ⑤共感・納得と共に対立を止 をめぐって競い た子どもがリー

さ
揚する。 合う。 ダーに位置づい

せ
皿発言内容に対応した評価を入れる。 ・一日一回全員 てくる。

（評価言IV） 討論に参加す ・一部の学習リー

「
討

。解釈上の対立・分化をもたらす発言 ること。 ダーの活動言

論
を評価すること。 ・次第にその数 に指導言や評

能
・ゆたかな発言の仕方に注目し，評価 をふやしてい 価言の一部が

カ
すること。 くこと。 現われてくる。

L
・抵抗する発言を大きく評価すること。 ②無言の一斉挙手 ②援助して討論へ

を
か無挙手の自主 の全員参加をめ

形
w発言をよく吟味して班指名か個人指名 発言とする。 ざす。

成
かあるいは無挙手の自主発言とする。 ③二っの分裂によっ ③必要な事柄にか

す
（指名皿） て生じた班話し かわって学習リー

る
・異なる解釈を出す班か，個人に指名 合いを行う。 ダー会をもっ。

段
すること。 ④学習をめぐる班

・班や個人の状況によっては指名をか の力が確立して
階 えること。 くる。

・異なる解釈をもっ個人は指名や援助

（
1
V

によらず自主発言させること。

）

前

期

二

参加・集中と討論への子ども相互のかかわりづくり 「授業研究」’83年3月号公表
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表W一（5）

学習集団と学習主体の自立への指導の道すじ（V） 島根大学　山　下　政　俊

授業の構想と指導
一自立してきた学習主 授業の展開と集団思考の指導 学習集団と学習主体への自立要求と指導

体とのゆたかな対応一

I自立してきた子どものゆたかで自主的 ①発問 I後期に相応しい要求を提出する。

な解釈と活動言，それらにもとづく集 ・教材に対する教師の問い （要求V）

団思考を生み出す教材と指導言を選択・ かけだけでなく子ども自 ・二っの集団思考に自主的。目的的

創造する。　　　　　（教材解釈V） 身による問いかけによっ に参加し，認識発展のための話し
・この段階に相応しい子どもの解釈や ても授業が展開される。 合い，討論の主人公になること。

活動言などの質や量に必然的な指導 ②二っの集団思考 （子どもの教材解釈IV）

言で対応すること。 ・子どもたち一人ひとりが ・指導言，評価言を内在させた活動
・自主的，目的的に子どもが行う二っ 自主的に自らのイメージ 言にしていくこと。

授 の集団思考にはその性質に即して対 や解釈をもって応答し合

業
応すること。 い，それらを互いにっな 1皿多様な助言を含む活動言にしながら，

指
「二っの集団思考」 ぎ合い，からめ合う。 二っの集団思考に対応していく。

儘分化する解釈と付加的③保存的活 ・教材とその問いの性質に （活動V）
導 動言によるもの 応じていずれかの集団思 。活動言を駆使して二っの集団思考
と ⑧対立する解釈と否定的活動言によ 考が子どもたちによって に参加すること。

学 るもの 展開される。 ・個性的な活動言にしていくこと。

習
③分化・保存型（話し合い） ・活動言が指導言，評価言を内に含

主
皿自立してきた子どもの解釈や活動言と の場合 むにっれ，第r第二の「三っの
それにもとづく集団思考に即した対応 ・教材や問いかけに対する 下さい」「二つのですか」などは活

体 をする。　　　　　　　（指導言V） 自らのイメージや解釈を 動言として現われないようになる。

と ・子どもによる二っの集団思考にはそ 自主的に出し合い，付加

し れぞれの質をより発展させるように 的，保存的活動言でっな

て
対応すること。 ぎ合いながらそれらを漸 学習班と班での

・子どものうちに移行し，一部は定着 次的，量的により深め合っ 語し合いの指導
学習リーダーの指導

の した指導言のいくっかが活動言とし ていく。 ①学習班がえを必 ①学習リーダーが
ゆ て授業をリードするようになる。 ③対立・否定型（討論）の場 要に応じて行う。 時としてかわる。

た 合 ②無挙手による自 ・学習リーダー

か 皿この段階に相応しい評価を行う。 ・教材や問いかけに対する 主的な自由発言 としての資質

な
（評価言V） 自らのイメージや解釈を とする。 をもった子ど

自
・必然的な評価言で対応すること。 自主的に出す過程で，互 ③全員二っの集団 もが多数出て
・二っの集団思考における指導言的活 いに他者と対立し合い， 思考に自主的に くる。

立 動言に評価を入れること。 他者を否定し合う活動言 参加する。 ②学習リーダーの
を ・子どものうちに移行し，一部は定着 を使いながら，それを質 ④二っの集団思考 仕事が他の子ど

達 した評価言が活動言に内在してくる。 的に転換・飛躍させてい において必要な ものうちにも移

成
く。 場合，班での話 行する。

す
w原則として自主的な自由発言形式とす ④必然的な指導言 し合いを行う。 ・指導言的活動

る。　　　　　　　　　　　（指名w） ・それぞれの型に即して， ⑤学習をめぐる班 言，評価言的
る ・自主的な自己指名とすること。 必要な場合それぞれの質 の力や関係が一 活動言がリー
段 ・班での話し合いの後は，班指名によ をより発展させるように， 人ひとりに内在 ダーだけでな

階 る班員の自主発言とするか，全体で その過程で必要とされる 化する。 く，多くの子
の自主発言とすること。 指導言で対応する。 どものうちに

後
・必要な場合は個人指名をすること。 ・必要な場合，必然的な評 移行し，定着

価言や班での話し合いや
期

していく。

個人指名などを入れなが

らそれぞれの質を高める
こと。

⑤教師か子どもの説得的な語

りかけによってそれぞれの
集団思考を集結させる。

・全員の共感や納得と共に

分化⑭対立を止揚するこ
と。

二っの集団思考と， 自立への子とも相互の豊かで自主的なかかわり 「現代教育科学」’83年7月号公表
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表V一（1）

学習集団と学習主体の自立への指導の道すじ（V） 島根大学　山　下　政　俊

授業の構想と指導
一自立してきた学習主 授業の展開と集団思考の指導 学習集団と学習主体への自立要求と指導

体との本格的な対応一

I自立してきた子どものゆたかな解釈を ①発問と指示 I自立をさらに深めていくための要求
乗り越え，それとの落差がつく解釈を ・教材に対する教師の問い を提出する。　　　　　（要求V）

すること。 かけや指示などによって ・教材に即した二っの集団患考や分

（教材解釈V） 授業が展開される。 化した学習に主体的に参加し認識

・この段階の子どもの解釈や活動言な ②二っの集団思考 発展のための解釈，話し合い，討

どに対応できる指導言を用意するこ ・こどもたち一人ひとりが 論，個別学習の力量を発達させる

と。 主体的に自らのイメージ こと。　　（子どもの教材解釈w）

・教材や問題の性質に即して，二っの や解釈をもって応答し合 。指導言，評価言に肉迫するゆたか

い，それらを互いにっな
な活動言にしていくこと。

授 集団思考を展開させること。
ぎ合い，からめ合う。

・教科的力量を発展させること。

業
「二っの集団思考」

・分化する解釈と付加的・保存的活
・教材とその問いの性質に

指 応じていずれかの集団思
■多様な助言を含む活動言や内的活動

動言によるもの
考が組織され，展開され

言でもって，二っの集団思考と個別
導 ・対立する解釈と否定的活動言によ る。

学習に対応していく。　（活動言V）

と るもの ③分化・保存型（話し合い）
・活動言を駆使して二っの集団思考

学 ・教材や学習の必要に応じて集団の分 の場合
と個別学習に参加すること。

化・編成を考慮すること。
・個性的で教材に即した注釈をもっ

習 ・教材や問いかけに対する 活動言にしていくこと。

主
自らのイメージや解釈を ・第一，第二の「三っの下さい」「二

■自立してきた子どもの解釈や活動言と 主体的に出し合い，付加
体

っのですか」などの活動言は消滅
落差がっく指導言で個と集団に対応す 的，保存的活動言でっな させ，指導（評価）言を含むもの

と る。　　　　　　　　　（指導言V） ぎ合いながら，それらを にすること。

し ・二っの集団思考にはそれぞれの質を 漸次的，量的により深め

て
より発展させるように対応すること。 させていく。 学習班と班での

・すぐれた解釈や活動言を生かしなが ④対立・否定型（討論）の場 話し合いの指導
学習リーダーの指導

の らも，それを乗り越える指導言で対 合

・教材や問いかけに対する
①学習班がえを必 ①学習リーダーが

ゆ 応すること。
自らのイメージの解釈を

要に応じて行う。 学習班の編成に
た ・必要に応じてなされる分化した学習

主体的に出す過程で，互
②教材や学習の必 応じてかわる。

か をリードすること。
いに他者と対立し合い，

要に応じて新た ・学習リーダー

な 他者を否定し合う活動言
な学習班の編成 としての資質

自
皿教科内容（から）へと価値づける評価

を使いながら、それを質
を行う。 をもった子ど

を行う。　　　　　　　（評価言V）
的に転換・飛躍させてい

③無挙手による自 もが多数出て
立 ・教科内容に重点をおいた評価言で対 く。 主的な自由発言 くる。

を 応すること。
⑤落差のある指導言と評価言

とする。 ②学習リーダーの

達 ・二っの集団思考における指導言的活 ・それぞれの型に即して， ④全員二っの集団 仕事が他の子ど

成
動言に評価を入れること。 それぞれの質をより発展 思考と分化した ものうちにも移

す
・子ども相互間の「評価言」を教材に させるように，その過程 学習に主体的に 行する。

即した評価言で深めること。 で落差を意識させる指導 参加する。 ・指導言的活動
る ・分化した学習に評価を入れること。 言で対応すること。 ⑤二っの集団思考 言，評価言的
段 ・落差を意識させる評価言 において必要な 活動言がリー

階 w原則として自主的な自由発言形式とす や班での話し合いや個人 場合，班での話 ダーだけでな
る。　　　　　　　　　　　（指名w） 指名などを入れながら， し合いを行う。 く，多くの子
・自主的な自己指名とすること。 それぞれの質を高めるこ

後
⑥分化した学習に どものうちに

・班での話し合いの後は，班指名によ と。 も班として対応 移行，定着し
期 る班員の自主発言とするか，全体で ⑥教師の落差を意識させる説 させること。 ていく。

の自主発言とすること。 得的な語りかけによってそ
れぞれの集団思考を終結さ

③分化した学習に
・必要な場合は，個人指名をすること。

せる。
も学習リーダー

。全員の共感や納得と共に
として取り組ま

分化・対立を止揚するこ
せること。

と。

⑦教材や学習の必要に応じて
分化した学習を指導するこ
と。

二つの集団思考と，分化した学習への主体的なかかわり
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表W一（1）

学習集団と学習主体形成の道すじ 島根大学　山　下　政　俊

班と班長指導

班編成
（機械的に，その他

力量に応じて）

班長の決定

（班内互選）

班競争
（着席と学習準備）

〔班長指導I〕
・全員着席
・学習準備
※毎時間でなく，1，3，
5校時だけというよう

　に集中して取り組ま
　せる。

・「○班は2人も席に
　ついている」
・「○班は全員だ」
・「○班は教科書もノー

　トも全員が準備して
　いる」

。「○班は今日学習す
　ることを話し合って
　いる」

　　〔班長指導皿〕

。援助活動をする
・三っのせんの先頭に
　立つ

※三っのます
・こうだと思います
・同じだと思います
・ちがいます

・発表する人の方へ体
を向けるような注意
や合図の工夫をする。

学習集団と学習主体を育てる構想と指導・評価

「授業びらき」で教師の決意の願いを語る
⑧「わからない」を叫べ！

　三っのせん
・みんな一人ひとりを大切にしながら，わかり
　合っていくんだ！

〔授　業　I〕
③授業の中で大きな声を出す　　　一斉問答

　（全員が一斉に）（個別に）班
　　　　　　　　　　　　　　　個人問答

1．板書を読む
2．既習事項に答える（授業の導入部分）

全員が一斉に言えなくなる

1．答えが二分するような問いかけに答える

※一部の子どもしか発表しないことの問題か
　ら全員発表へ

〔授業　1皿〕

全員発言運動に取り組む →「やる気」を引き
　出す
＼集団的な支持・援
　助体制

発表の仕方と発表づくりの指導

・発表する者は全員が向くまで話さない
・集中していない時は「聞いて下さい」と要求
　する

※「聞いてください」をみんなのものへ
　班のだれかが発表する時は、班員全員が一斉
　に，「聞いてください」と叫ぷ
・三っのますで応答する
　　（三っのますで応答できる発問をする）

聞き方と聞き耳づくりの指導

・発表者に身体を向ける
・発表内容に集中する

指導上の留意点

・子どもたちの「既に持っている良さ」

に目をっけて評価することで，一人
ひとりの子どもに学習意欲を喚起さ
せる。

・授業の中でだれもが大きな声を出す
　ことを訓練する。

・最初は，板書事項を読むようなこと
　から，そして，答えが二分するよう
　なものへと発展させていく。
　（訓練であるカ）ら，だれもが出来る
　ようになるまで徹底してやる）
　「○班は声が大きくてよい」
　「○班には一人，声を出していない
　人がいる」というような評価を与え
　る。

教師の要求と評価の観点
・「聞いてください」と先生が言った
　ら，全てのことをやめて，先生の方
　へ体を向けることの要求を出す。

・「っけ加え」「その他に」「しかし」

など教師が子どもの発表の仕方をひ
ろげることに留意する。

・全員発言は，一人ひとりの子どもが
一人でみんなに向かって声を出すこ

　とができるためである。
・初期段階であるから，的外れやわか
　らないや不十分，口移し的な発言も
許し合い，尊重する雰囲気やトーン
をっくる。

・発表づくりにおいては，全体と班で
援助しながら，待つこと，時間を要
求することを重視する。

・聞き耳づくりにおいては，ただ外的
な聞く態度ばかりでなく，発表内容
を吟味する内的な構えを重視する。
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表W一（3）

班と班長指導 学習集団と学習主体を育てる構想と指導。評価 指導上の留意点
〔班長指導皿〕 多様な考えや生活経験と結びつけて思考し，発 ・三っの「ます」やっけ加えなどで応

・班の話し合いの時は小 表を促す場合 答させる。

さな輪になる 2．集団思考の組織化と一人ひとりの発表を高め 。みんなとちがう考えも大切にし，無
（頭を寄せ合う） ることを意図した段階 理にまとめさせない。

・みんなの考えを聞く 班の意見を一つにまとめたり，班対班の論争を ※班内でわからない者が出ても，決し
・だれとだれが同じで， 促す場合 て班内の教え合いをさせないで，全
だれの考えがちがうの

班の話し合いのスタイルを重視する
体にわからないを出させる。

かを明確にする

「考えづくり」 ＜次の段階＞発表づくりの質の向
上

〔班長指導IV〕 ア・個人思考をする
・対立意見を引き出させ ⑤自分の考えをノートし，できたら合図の挙手 ・より深まった個人の意見が出せるこ
ること をする とを重視する。

・発言しない人，発言し イ・時間設定と共に話し合いに入る ・初めは一つにまとめることを要求す
たがらない人を話し合 ・班長は「集合」と合図し，話し合う内容を確 るが，このことは，「どうしてもま
いの中に入れていくこ 認する とまらないということを出さすため
と 。時間が足りそうにない時は要求する である。

・発表要求を組織し，工 ・班長はまとめる ・「○班はどうしてもまとまらないほ
夫する ウ・発表者を決め，発言権をうばう工夫をする どみんなの考えがしっかりしている

んだね」

「意見がまとまらない班こそ，本当
に力のある班だ」というように，評
価を入れながら安易なまとまりを排
除する。

発言権をめぐる競い合い

・より価値あるものをめぐって発言権を行使し
ていくことを指導する 。より価値あるものに取り組んでいる

・どの班も全員挙手しているような時，「どの 班に発言権を与えていくが，常に順
班にあててもいいですね」とゆさぷっていく 次性を考えていくことが大切である。

母　　（動きを誘う） （どの班にも達成感を）

・班指名する時の基準は，具体的，系
「○○君に言わせるので川… 統的，順次的，集中（限定）的，継
「だれも言えるので・H　H 続的であって，同時に可変的，相対
「理由も言えるのでH・川 的でなければならない
「わかり易く言えるので・・… ・発言権をめぐる競い合いによって班

間の落差が生まれるが，落差を班の
問題として，学級の問題として解決
していくことが重要である。

1I全体での「からみ合い♪討論の指導を中心

班がえ
にして

・班がえをくり返す（学 ・班の代表者や個人の発表を促す
級の発展）なかで班長 ・三つの接続詞でひろげ，深めさせる ・三つの接続詞（それに，しカ）し，そ
とリーダーの分離が起 。三っの要求でからます のわけ）三っの要求を出させること
こる ・正答（解）はゆさぷり，っぷやき，っまづき で，個々の意見や班の意見をからま

・リーダーの支持の下で 誤答（解）はひろい，それに同調しながらか せ，対立させていく。
活躍できる班長侯補者 らんでいく ・先ずは，教師から接続詞を使ってか
数を増やしていく ⑤教師の解釈や立場を提出し，対立・分化した らんでいく。（それで…，そのわけ

討論にしていく は…，しかし…）

〔班長指導V〕
・三っの接続詞，要求の
先頭に立つと共に全員
にその行使を促してい
く
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表W一（4）

班と班長指導

〔班長指導W〕

・全員の討論への参加を

組織する

学習集団と学習主体を育てる構想と指導・評価

ひとり学習の導入

・発言の意欲を喚起させるものは発問であった

り，評価であったりするが，子ども自身が語

りたいものを予め持つことも大切である

。ひとり学習のやり方を教える

・予習的なひとり学習を運動として取り上げる
・ひとり学習で生じた「わかる」「わからない」

を授業の中に生かしていく

⑧様々な問題，関心に応じて学習を拡大・深化

発展させる自学自習能力，学習習憤を育て
　る

〔授　業　w〕

一討論に燃え，一人ひとりの実力が

　　　　　　　　高まる授業をめざして一

授業のサイクル

　母

個々のからみ合い
　母

班内での話し合い
　母

班対班のからみ合い
　毎

個々の対立
　母

真理・真実の共有

1・個々のからみ合いを生む指導
・他の意見の途中であっても割り込んでいく，

　それはおかしい，反対だ，というように即座
　に自由にからませる

2③自主発言を組織する
・全員討論に参加する

3・全員の学習の実力を高めていく

指導上の留意点

・班活動として（日直活動の1っ）授
業前に学習のめあてを，授業後に学
習のまとめを発表するように要求す
る。

・ひとり学習と対応し，次の時間の学
習は何をするのか明確にしておく。

※学級の実力，個々の実力が確かに高
　まっているか点検・評価すること

・班と班の対立を生むには，教師の同

調・ゆさぷりが効果的である。しか
し，一方で子ども相互がからみ合う

ことで対立をつくり出すことも可能

であるし，また，そういう主体を育
てることが大切である。

・個が個にからんだり，個々の対立の

場合，どうしても発言力や実力のあ
る子中心になり易いので，班対班の

討論に移し，全員を討論に巻き込ん
でいく必要がある。

。討論においては，相手の論拠をっぷ

し，そして，自分たちの論拠の正当
性をうちたてていく。

　「○班や○○さんは黙っているけ
ど，自分（たち）の負けを認めるの

ですか」というようにけしかけてい
く
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表㎜一（1）

授業指導と自己学習力の発展の道すじ（I） 島根大学　山　下　政　俊

授業の構想と指導・評価 学習者のかかわりづくり 指導上の留意点
〔授業びらき〕 ＜学習班＞ ※今後の授業指導の基調として，

＜授業じまいまでの授業の展望と子どもの学 ・生活班をそのまま使う 投げやりな言動，差別的な発言
習意欲を換起する＞ か，学習のための班を や態度，しらけたムードなど入

新しく作る り込む余地のない集中と真面目
I授業（学習）の価値や意義，目標，進め方， ⑤生活班の班長をそのま なトーンの授業びらきにする，

やり方など，授業指導に対する教師の思いや ま学習のリーダーにす 同時に子どもが表情や感情を閉
願いを語る るか，新しい班で学習 ざないよう留意する。

（1）なぜ，勉強（学習）するのか，を問い，語 リーダーを作る ※授業びらきに相応しく語る，説
る ＜学習リーダーの仕事＞ く，問う，指示などを工夫する

・勉強（学習）の経験から，そのねうちを示 ・これから進めていく学 ことによって，これからの授業
学 す 習でやってほしい仕事 （学習）の見通しを持たせる。

習
（2）これからの授業（学習）の進め方，仕方を を明示する ・授業びらきに相応しい雰囲気

説明する ・授業開始までに，学習 を作る

の ・全員がわかる授業をみんなの力で創り出し への準備を整えておく ・言葉のトーンやスピード，表

基
ていくことを話す ・班員の授業への全員参 情に留意する

＜具体的要求＞ 加，全員発言を促す ・子どもと向い合い，体全体で

礎 ・自分の学習要求を出すこと ・指導言，評価言に注目 語り，やる気を示す
㊥わからない時は「わかりません」と言う し，それに反応する ・子どもの発言や質問にはてい

づ こと ・具体的な要求実現の先 ねいに応答する

く
・疑問点があったら，質問すること 頭に立っ ・学習への希望や要望や期待を
・まだできていない時は「待って下さい」 ・必要な場合，班での話 子どもに語らせる

り と言うこと し合いの司会をする ・三悪の感惰

と
・教師や友だちの発問をよく聞くこと ＜学習リーダー会＞ ・はずかしい，笑われる，こわ
・自分の考えを積極的に出すこと ・必要に応じて学習リー い

し ・互いにかかわり合い，助け合って学習を ダー会を開くことにつ ◎勉強（学習）する上で必要な力
進めていくこと いて説明する のおおまかな見通しをもたせる

て ・三悪をみんなで追放すること 。はじめは，教師司会で ◎「今年はやれそうだ」「頑張ると

の
（3）これから勉強（学習）をして，どんな力を 行う できるかもしれない」という雰

身にっけてほしいか，語る……自己学習力 ・時々の具体的要求の実 囲気を作る

授 a学習に取り組み参加する力 現度と自己学習力の形 ◎授業びらきの感動を学級通信等

業
⑤聞く力…・…・・…① 成度にっいて話し合う。 で知らせる
⑧話す力…………② ＜評価にっいて＞

び ③書く力…………③ ・授業びらきから聞くことを中
⑧読む力………④取り組む力………⑤ 心に一貫して刻々と行う

ら b学習を推進し展開する力 ・共感的なトーンで行う

き
③見通す力…………① ・学習リーダーに着目して，彼
⑫考える力…………② らの反応を刻々と受け止めな

の ㊧読み取る力………③ がら働きかける

段
C学習を評価し発展させる力 ※学年発達を考慮して，語る，要

⑭点検・評価する力……① 求する，評価すること

階 ③目標を作る力一…・・② ・耳だけでなく，目にも働きか
ける

皿一人ひとりの学習に取り組み参加する力のう

ち聞く力を中心にして，それに対して注釈を

入れた肯定的な評価を入れ，学習の意欲と見
通しを持たせる

③a一①，a一②について肯定的な面や部分
を発見し，それを評価する

・授業びらきの終りに，総括的な評価を行い，

今後の見通しを持たせる
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表V皿一（2）

授業指導と自己学習の発達の道すじ（皿） 島根大学　山　下　政　俊

授業の構想と指導・評価 学習者のかかわりづくり 指導上の留意点
〔入門期の授業づくり〕＜学習主体としての応巷能力を形成する＞I入門期における授業の構想の力点

〔学習リーダーの仕事〕

◎学習に必要な準備や構え
※応答の中で教材への取り組み方

を整える
を身につけることを目指す

（1）教材の選択と教材づくり
◎教材を習得させるというより教

・子どもの応答の仕方や自己学習力の初歩を形成しやすいもの，解釈や応答が細く分化
◎授業中の学習規律や全員

材で子どもの認識を引き出し，

発言運動の先頭に立っ
発展させることに留意する

しないもの
◎子どものまちがい，っまずき，

（2）教材解釈 ・班員が対面して聞いてい
理解の違いを重点的に予想して

・教えたいことを子どもの目から解釈する（慧）発固と助言・「二つの応答」に対立・分化する発問と子　どもの応答への対応を考慮する

おく

るか留意する
・「わかる」「わからない」

。学習課題を用意しておくか，子
どもと共に作る

学
などの班内点検，確認を
やり，必要な時は「待っ

。子どもの様々な応答への対応を
考えておく

習 皿入門期における授業指導の重点
てください」と要求する

・発言できない班員やしな
・学習に相応しい緊張とスピード

（1）「三っの応答」で全員発言できるほどに限　定された問いかけや語りかけを提出する
と間をもっ

の ・教師の働きかけは，言葉だけで

（2）よく聞いている，よく考えている子どもを
何つ

・入門期における具体的な
なく，様々な資料や教具を駆使

入
注釈を入れて評価する

して，子どもに迫る

（3）学習リーダーを中心によくかかわっている
応答方法の行使の先頭に
立つ

・子ども閻の三っの層（わカ）る層，

門
班を注釈を入れて評価する ・班学習の呼びかけをする

わからない層，中間層）への対

期 （4）様々な応答，「三っのます」発言に深くう
応とそれらの問をつなぐことを

なずき，肯定的に評価する
考慮しておく

と （5）「三っの応答」とそれらの「わからない」　を接続語（助言）でつなぐ
・学習リーダーに教科，教
材に即した応答の仕方を

・子どもの考えや解釈を拡大解釈

指導し，その指導を班内
せず，ていねいに聞き込んでい

し （6）応答の対立点や問題点を明確にし，何をど
く

のように考えるべきか明示する
に拡げていく ◎入門期においては教師が子ども

て （7）学習班での話し合いを促す
と教材との間をゆっくり，てい

（8）全体で「三っのます」に理由づき発言や
・リーダーの「わからない」 ねいに媒介してやる

の 「こう考えたらよい」とかのキーワードな
から班員の「わからない」

どを引き出す
への発展を指導・評価す

応 る
（9）子どもの発言を生かした語りかけで納得さ

答 せる

能 ◎入門期の自己学習力の形成の指
導では，子どもの自己指示になっ

力
（1）聞くことの指導

ていくような，耳に残る指示を

を （2）話すことの指導
与える

（3）書くことの指導
◎教科・教材を変える，時間を変

形 （4）読むことの指導
える，視点を変える，評価方法

（5）取り組むことの指導
を変えるなど，いろんなバラェ

成 （6）見通すことの指導
ティーを持って取り組む

（7）考えることの指導
◎あれもこれもそれも重要という

刷 （8）読み取ることの指導
ことで指導自身振り回わされず，

（9）点検・評価することの指導
今現在指導して育てたいことを

る
ω目標を作ることの指導

順番的に決めて，そこに集中し，
達成するまで取り組む

段
w入門期における具体的な応答の要求と応答方

法の指導
◎機械的，形式的な発言運動にし

階
（1）全員発言の要求とその運動化

ないように留意する

（2）「三っのせん」
◎受け身の学習「わからない」学

・わかりません，きこえません，できません
習を主体的に変更させていく方

（3）「三っのます」
法として取り組ませる

・こうだと思います，同じだと思います，ち
◎教材にかかわって自己を表現し，

がいます
他者を理解し，自己の認識を深

（4）「二っのください」
めていく方法，手だてであるこ

・あてて（言わせて）ください，聞いてくだ
とを体験させる

さい
（5）「三っの要求」

・もう一度言ってください
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表Vト（3）

授業指導と自己学習力の発展の道すむ（1I） 島根大学　山　下　政　俊

学

習

の

入

門

期

と

し

て

の

応

答

能

力

を

形

成

す

る

段

階

授業の構想と指導・評価

・くわしく（わカ）りやすく）言ってください

・なぜなのか，そのわけを言ってください
（6）「二っのですか」

⑧どうですか，いいですか

V入門期における挙手の指導と指名
（1）有旨の一斉「ハイ」挙手

　（2）無言の一斉挙手

　（3）指名は，注釈を入れながら，発言の拡がり

　　と深まりを意図して，班指名と個人指名を
　　利用する

w入門期における班での話し合いの指導

　。対立点や問題点が明確になり，話し合いに

　　よる統一が必要になった時行う

　・全員の発言や発言の拡がりが必要になった
　　時行う
　（1）個人思考（ノート）させる

　（2）応答ができない，わからないを出させる

　（3）それらに「三っのます」で応答させる

　（4）「三っのます」の応答に「三っの要求」で

　　質問させる
　（5）一人ひとりの全体発表への援助をさせる

V皿入門期における評価の重点

　＜学習に取り組み参加する力，とりわけ聞く

　　力，話す力にっいて重点的に評価する＞

　⑤「三っのます」発言を注釈を入れて評価す

　　る

　・わずかな事実や努力ややる気に着目，共感
　　しながら評価する

　⑭班内のかかわりを評価しながら，「二っの

　　分裂・対立」を克服し，「三っの対応」を
　　引き出す
　・「二っの分裂・対立」

　・参加と不参加，「わかる」と「わからない」

　　「できる」と「できない」

　・「三っの対応」

　⑧肯定，同調，否定

　◎評価によって子どもたちの自己評価と目標
　　づくりを促す

V皿「遅れている」子どもの指導と個別的接近

　・発達上，身体（健康）上の問題から遅れて
　　いる子ともには，授業中での特別な配慮と

　　授業外での個別的な援助を考慮する

　⑤遅れている子どもも参加，発言できる授業

　　過程を組む
　・教材の本質にかかわる彼らの「わからない」

　　を全員の学習の中に位置づけ，生かす

学習者のかかわりづくり 指導上の留意点
◎形式ばかりが残らないように留
　意する。

　自由に表現できるようになれば，

　固有な表現に変化，発展させて
　いく

　・挙手は，発表要求の意志表現
　　である

　。挙手のあり方は，要求よりも
　　評価で変えていく

　。挙手しない子どもへの対応を
　　考えておく

　・だれに，どのように注釈を入
　　れて指名するか，授業のねら
　　いとどうかかわって指名する
　　か，考慮する

　・指名の仕方を変えると，授業
　　の進み方が変わってくる

◎一人ひとりの子どもが教材にっ
　いて主体的な解釈や表現をもつ
　ことがねらい

　。話し合いの方向性が見えない
　　時は導入しない

　・単なる正答（解）を伝達する
　　場・機会としない

　・他者を媒介とした一人学習の
　　場とする

◎評価は，子どもを能動化する最
　も優れた教育的刺激である

　・学習の成果に対する価値づけ
　　と今後の方向づけとして機能
　　するよう留意する

　・評価によっては，やる気を失
　　わせることがある

　・否定的評価にあっては，詳し
　　いコメントと次への助言を入
　　れる

◎学級づくりとの結びっきを考慮
　する

　・遅れている子どもの経験を学
　　習で利用することを考慮する

　・班内での援助だけでなく，他
　　班や学級へ援助の要求をさせ
　　る
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表㎜一（4）

授業指導と自己学習力の発達の道すじ（皿） 島根大学　山　下　政　俊

授業の構想と指導・評価 学習者のかかわりづくり 指導上の留意点
〔習熟期の授業づくり〕 〔学習リーダーの仕事〕 ※学習をとおして，一人ひとりが，

＜学習主体としての解釈力を形成する＞ ◎解釈づくりと発言要求の 教材の個値や本質を読み取る力

先頭に立つ を身につけることを目指す

I習熟期における授業の構想の力点 ⑤自分の解釈が持てない班 ◎一人ひとりが，固有な解釈や表

（1）教材の選択と教材づくり 員に必要な援助を行う 現やイメージを作りやすいもの

・子どもの解釈や応答が対立・分化しやすく， 「どういう風に考えたの」
を用意する

考える力や読み取る力を伸ばしやすいもの 「どこがわからないの」
◎子どもの解釈，表現，イメージ

（2）教材解釈 「ここを考えてみたら」
がどの場面，どの過程でどのよ

・二っの「三っの解釈」に対立・分化すると
うに分裂するか，予測しておく

◎「三っのっけ」（価値づけ，結び
ころを予想する ◎授業の進行や指導のスタ つけ，方向づけ）と「二つの対

学 （3）発問と助言 イルに習熟する 応」（正答や深い解釈にはゆさぷ

習
二っの「三っの解釈」に対立・分化する発 りをかけ，抵抗する；誤答や浅

問と「三っのっけ」の助言を用意する ◎班内での話し合いを豊か い解釈などには同調し，共感す

の に展開する
る）を考慮しておく

皿習熟期における授業指導の重点 ・一人ひとりの独自な解釈
◎教材の本質と子どもの解釈をね

習 （1）問いかけによって二っの「三っの解釈」に や着想を引き出す
り合わせた学習課題を用意して

対立④分化する解釈を引き出すか，場合に ・他の解釈に対して「わか
おく

熟
よっては選択肢を用意して対立・分化を仕

◎対立・分化を起こす有効な方法
る」

期
として，①選択肢を用意する，

掛ける 「わからない」 ②教師が異なった解釈を出す，

と
（2）誤答やっまづきやっぷやきや「わからな 「ちょっと待って」を出 がある

い」，浅い解釈などには，共感的に対応し す ◎対立や分化だけに終らせないた

し て，授業に組み込む ・班内で発言したがらない めには，①「三つの聞き込み」

（3）正答や深い解釈には，質問や切り返しや要 人を話し合いに取り込ん
「三つの接続語」を使って「三つ

て 求によって対応しながら，他の子どもと結 でいく
のます」にからむこと，②もう

びつける
一度教材や既習事項にかえらせ，

の
（4）一っ一っの解釈を吟味し，ねうちづけなが 〔学習リーダー会〕

推論や類推を呼び込む，ことが

解
必要である

ら，全体に位置づける ◎必要に応じて，学習リー

釈
（5）解釈上の相違点や対立点を整理し，子ども ダー会を開き，班や個人

たちに投げ返す への援助を行う

力 （6）解釈の統一に向けて個人思考や班での話し

を
合いを仕掛ける

（7）教材のなかのキーワード，特定部分のイメー

形 ジ，既習事項の概念や法則に注目させる
（8）個人対個人，班対班の対立を止揚し，教材

成 の本質に迫る解釈を引き出す

す
（9）まとめの語りかけによって，共感的に納得

させる

る

段
皿習熟期における学習規律と自己学習力の指導
＜学習を推進し展開する力を重点的に育てる＞

◎子どもが自分で自分を指導して
いくようにする

階
（1）聞くことの指導 ◎聞くこと，話すこと，書くこと，
（2）話すことの指導 読むことの質的転換を図る
（3）書くことの指導 ◎教材や資料に即して，経験と結
（4）読むことの指導 びつけて，既知，既習の中から

（5）取り組むことの指導 考える習慣形成に留意する

（6）見通すことの指導 ◎自分自身を自己評価させ，目標

（7）考えることの指導
をもたせる

（8）読み取ることの指導

（9）点検・評価することの指導

ω目標を作ることの指導
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表W一（5）

授業指導と自己学習力の発達の道すじ（皿） 島根大学　山　下　政　俊

学

習

の

習

熟

期

と

し

て

の

解

釈

力

を

形

成

す

る

段

階

授業の構想と指導・評価

w習熟期における具体的な応答＝解釈の要求と
　応答方法の指導
　（1）二っの「三っの解釈」

　・正答，誤答，つまづきやっぷやきや「わか
　　らない」

　・深い，浅い，できないや相応しくない
　（2）「三っの聞き込み」

　・全体的に聞く，部分的に聞く，要求的に問

　　いかける
　（3）「三っの発言」

　・「三っのます」発言

　・「三っのます」に理由づき発言

　・相手の「三っのます」にからむ発言
　（4）三っの接続語

　・っけ加え（それに），しかし（けど），その

　　わけは

V習熟期における挙手の指導と指名
（1）一斉挙手か無挙手とする

　（2）より価値のある内容を出す個人や班に指名

　　する

　（3）「三っのます」発言に対する質問や意見は

　　自主発言とする

　（4）発言の固定化を防ぐために，遅れている

　　個人や班への援助や指名をする

w習熟期における班の話し合いの指導
　（1）解釈の対立や相違が明確になった時，班話

　　し合いに下す

　（2）二っの「三っの解釈」と「三っの発言」で

　　課題に応答させる
　（3）それらに「三っの接続語」でからませる

　（4）自分なりの解釈と立場を持って，全体に出

　　させる

㎜習熟期における評価の重点
　＜学習を推進し展開する力を中心にして評価
　する＞

　・二っの「三っの解釈」を評価しながら，そ
　　れらをからめ，対立点を明確にする
　⑤「三つの発言」を注釈を入れて評価する

　・価値ある解釈を注釈を入れて評価し，それ
　　を全体のものにしていく

V皿習熟期における「遅れている」子どもの指導

　と個別的接近
　◎読み取りの遅い子，食い違う子，ずれる子，

　　まずい子に着目し，その個別的な指導を行
　　う

学習者のかかわりづくり 指導上の留意点
◎複雑な応答関係に入れない子ど
　もにストップや質問を出させる

◎教師の助言の使い方と評価に留
　意して応答の質を高めていく

◎ねうち発言に対して，注釈を
入れて評価し，全員の発言の質
的転換を図る

・指名を拡げるため，指名のあり
方を変え，刺激する

・発言者の固定化には，教師の
「三っの聞き込み」などで手本を

示す

◎授業が一点に集中すればするほ
　ど，それから離れていく子ども

　が出てくる。また解釈の相達に
　より，はじき出される子どもが
　出てくる，そうした子どもの学
　習への復活のためにも班の話し
　合いが必要になってくる

◎ねうちのある発言，読み取り，

　着想を全体に拡げると共に，他
　からも出てくるように評価する
　・「教材にっないで考えたね」

　・「経験を生かして考えたね」

　・「問題を分解してやったね」

◎解釈力の落差がはっきりしてく

　るので，遅れている子どもに対
　して手だてを行い，自己点検，

　自己評価，自己目標，自己指導，

　のやり方を詳しく援助していく


